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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイル無線アクセスポイントの予測将来場所に基づいて、ネットワーク接続情報を読
み出すための方法であって、
　該方法は、
　モバイル無線アクセスポイントの少なくとも２つの将来場所を予測することであって、
　該モバイル無線アクセスポイントは、無線端末およびアクセスネットワークに接続する
ように構成され、該モバイル無線アクセスポイントは、該無線端末が該モバイル無線アク
セスポイントを介して該アクセスネットワークに接続することを可能にするように構成さ
れ、該少なくとも２つの将来場所は、第１の地理的場所と第２の地理的場所とを含む、こ
とと、
　該無線端末のネットワーク接続情報が異なる地理的領域において有効である間に、該モ
バイル無線アクセスポイントから時間的範囲を格納しているデータベースに要求を送信す
ることであって、該要求は、該モバイル無線アクセスポイントが該少なくとも２つの将来
場所に進行している間、該無線端末を該モバイル無線アクセスポイントに接続するための
少なくとも第１および第２のネットワーク接続情報セットを要求する、ことと
　を含み、
　該第１のネットワーク接続情報セットは、該第１の地理的場所と関連付けられ、該第２
のネットワーク接続情報セットは、該第２の地理的場所と関連付けられている、方法。
【請求項２】
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　前記データベースは、前記アクセスネットワークに対して外部のネットワークの中に位
置している、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記データベースは、テレビホワイトスペースデータベースである、請求項２に記載の
方法。
【請求項４】
　前記少なくとも第１および第２のネットワーク接続情報セットを要求することは、前記
モバイル無線アクセスポイントが前記第１または第２の地理的場所にある前に、前記要求
を送信することによって行なわれる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記アクセスネットワークは、ホワイトスペースネットワークである、請求項１に記載
の方法。
【請求項６】
　前記モバイル無線アクセスポイントの前記少なくとも１つの将来場所を予測することは
、該モバイル無線アクセスポイントの進行速度または該モバイル無線アクセスポイントの
進行方向のうちの少なくとも１つに基づいて行なわれる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のネットワーク接続情報セットは、同一の周波数チャネル内で動作する少なく
とも１つの他のデバイスとの干渉を回避するためのネットワーク接続要件を含み、該同一
の周波数チャネル上で、前記モバイル無線アクセスポイントは、前記無線端末と接続可能
である、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの他のデバイスは、前記同一の周波数チャネルのうちの少なくとも
１つを用いて、前記第１の地理的場所内において動作するように登録された認可デバイス
である、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　プログラムが記録されたコンピュータ読み取り可能な格納媒体であって、該プログラム
は、請求項１に記載の方法のステップを実行することを該コンピュータに行わせる、コン
ピュータ読み取り可能な格納媒体。
【請求項１０】
　モバイル無線アクセスポイントの予測将来場所に基づいて、ネットワーク接続情報を読
み出すための装置であって、
　該装置は、
　プロセッサを含み、該プロセッサは、
　モバイル無線アクセスポイントの少なくとも２つの将来場所を予測することであって、
　該モバイル無線アクセスポイントは、無線端末およびアクセスネットワークに接続する
ように構成され、該モバイル無線アクセスポイントは、該無線端末が該モバイル無線アク
セスポイントを介して該アクセスネットワークに接続することを可能にするように構成さ
れ、該少なくとも２つの将来場所は、第１の地理的場所と第２の地理的場所とを含む、こ
とと、
　該無線端末のネットワーク接続情報が異なる地理的領域において有効である間に、該モ
バイル無線アクセスポイントから時間的範囲を格納しているデータベースに要求を送信す
ることであって、該要求は、該モバイル無線アクセスポイントが該少なくとも２つの将来
場所に進行している間、該無線端末を該モバイル無線アクセスポイントに接続するための
少なくとも第１および第２のネットワーク接続情報セットを要求する、ことと
　を行うように構成され、
　該第１のネットワーク接続情報セットは、該第１の地理的場所と関連付けられ、該第２
のネットワーク接続情報セットは、該第２の地理的場所と関連付けられている、装置。
【請求項１１】
　前記データベースは、前記アクセスネットワークに対して外部のネットワークの中に位
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置している、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記データベースは、テレビホワイトスペースデータベースである、請求項１１に記載
の装置。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、前記モバイル無線アクセスポイントが前記第１または第２の地理的
場所にある前に、前記要求を送信することによって、前記少なくとも第１および第２のネ
ットワーク接続情報セットを要求するように構成されている、請求項１０に記載の装置。
【請求項１４】
　前記アクセスネットワークは、ホワイトスペースネットワークである、請求項１０に記
載の装置。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、前記モバイル無線アクセスポイントの進行速度または該モバイル無
線アクセスポイントの進行方向のうちの少なくとも１つに基づいて、該モバイル無線アク
セスポイントの前記少なくとも１つの将来場所を予測するように構成されている、請求項
１０に記載の装置。
【請求項１６】
　前記第１のネットワーク接続情報セットは、同一の周波数チャネル内で動作する少なく
とも１つの他のデバイスとの干渉を回避するためのネットワーク接続要件を含み、該同一
の周波数チャネル上で、前記モバイル無線アクセスポイントは、前記無線端末と接続可能
である、請求項１０に記載の装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願）
　本願は、米国特許出願第１２／８２０，８８３号（２０１０年６月２２日出願）の優先
権を主張し、この出願は、その全体が本明細書に参照することによって援用される。
【０００２】
　（開示の分野）
　本開示は、概して、ネットワーク通信に関し、より具体的には、予測場所を用いてネッ
トワーク接続情報にアクセスするための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　（背景）
　無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）等の無線ネットワーク配備によって、無
線端末は、それらの無線ネットワークの無線通信信号の近傍内にあるとき、ネットワーク
およびインターネットサービスにアクセス可能となる。いくつかの無線ネットワークは、
異なるタイプのデバイス（例えば、一次デバイスおよび二次デバイス）間で共有される、
無線周波数（ＲＦ）スペクトルの一部を使用する。そのような異なるタイプのデバイスは
、相互の近傍内または同一地理的エリア内で動作するとき、相互に干渉しないように、共
有ＲＦスペクトルを共有または使用しなければならない。
【０００４】
　時として、無線端末のユーザは、無線端末が１つの周波数スペクトルのうちの同一部分
を共有する他のデバイスが位置している異なる場所の間を移動する。他のデバイスとの干
渉を回避するために、無線端末は、その無線接続設定を変更することができる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以下は、他の構成要素の中でもとりわけ、ハードウェア上で実行されるソフトウェアを
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含む、例示的方法および装置を開示するが、そのような方法および装置は、単なる例示で
あって、限定として見なされるべきではないことに留意されたい。例えば、これらのハー
ドウェアおよびソフトウェア構成要素の一部または全部は、ハードウェア内において排他
的に、ソフトウェア内において排他的に、ファームウェア内において排他的に、あるいは
ハードウェア、ソフトウェア、および／またはファームウェアの任意の組み合わせにおい
て、具現化され得ることが想定される。故に、以下は、例示的方法および装置を説明する
が、当業者は、提供される実施例は、そのような方法および装置を実装する唯一の方法で
はないことを容易に理解するであろう。
【０００６】
　本明細書において説明される例示的方法および装置は、無線端末の将来場所（例えば、
近い将来の場所）を予測し、ネットワーク接続データベースから、異なる場所（例えば、
予測される将来場所）において、アクセスネットワークに接続（および／または移動の間
、接続を維持）するために、能力および要件を示すネットワーク接続情報を取得し、ネッ
トワーク接続構成を選択し、そのような構成に基づいて、アクセスネットワークとの接続
を確立（または、維持）するために使用することができる。本明細書において説明される
例示的方法および装置は、モバイル通信デバイス、モバイルコンピューティングデバイス
、または無線ネットワークと無線通信可能な任意の他のデバイス（定常通信デバイスを含
む）と関連して使用することができる。端末、無線端末、テレビホワイトスペース（ＴＶ
ＷＳ）デバイス、ＴＶバンドデバイス（ＴＶＢＤ）、またはユーザ機器（ＵＥ）とも称さ
れるそのようなデバイスとして、モバイルスマートフォン（例えば、ＢＬＡＣＫＢＥＲＲ
Ｙ（登録商標）スマートフォン）、無線携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線アダプタを有する
ラップトップ／ノートブック／ネットブックコンピュータ等が挙げられ得る。本明細書に
おいて説明される例示的方法および装置は、ＴＶＷＳネットワークならびに関連付けられ
た規格および通信プロトコルと関連して実装されてもよい。加えて、本明細書において説
明される例示的方法および装置は、とりわけ、外部ネットワークとの相互作用を定義する
、ＩＥＥＥ（登録商標）（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｆｏｒ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　および
　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｓｃ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１１として知られる、無線ロ
ーカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）通信規格と関連して実装されてもよい。しかしな
がら、例示的方法および装置は、加えて、または代替として、他のＷＬＡＮ規格、パーソ
ナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）規格、広域ネットワーク（ＷＡＮ）規格、無線都市規
模ネットワーク（ＷＭＡＮ）規格（例えば、ＩＥＥＥ（登録商標）８０２．１６またはＷ
ｉＭＡＸネットワーク）、地域無線ネットワーク（ＷＲＡＮ）規格（例えば、ＩＥＥＥ（
登録商標）８０２．２２）、またはセルラー通信規格を含むが、それらに限定されない、
他の無線通信規格と関連して実装されてもよい。
【０００７】
　本明細書において説明されるように、いくつかの無線ネットワークは、ＴＶＷＳデバイ
ス、ＴＶＢＤ、および／または他の登録された認可デバイスを含む、異なるタイプのデバ
イスによって共有される無線周波数（ＲＦ）スペクトルの一部を使用する。これらの共有
されるＲＦスペクトル部分において、デバイス（例えば、二次デバイスよりも優先される
一次デバイスとして動作し得る、登録された認可デバイス）との干渉を回避するために、
無線通信デバイス（例えば、二次デバイスとして動作し得る）は、ネットワークデータベ
ースにアクセスし、アクセスネットワーク接続要件を取得して、他のデバイス（例えば、
一次デバイス）と干渉せずに、ＲＦスペクトル部分の共有をイネーブルにすることができ
る。そのようなＡＮ接続要件は、無線端末が、他の認可デバイスと干渉せずに、それらの
チャネル（または、周波数セグメント）を使用し得るように、他の認可デバイスの地理的
場所に基づいて、チャネル（または、周波数セグメント）の使用を指定してもよい。
【０００８】
　本明細書において説明される例示される実施例では、無線端末は、ＴＶ放送機器および
認可無線マイクロホン等の一次デバイスと干渉しない間、ＴＶＷＳバンド内の二次デバイ
スとして動作してもよい。例えば、ＴＶＷＳデータベースを用いて、それらの無線端末が
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動作する場所（例えば、全地球測位システム（ＧＰＳ）座標によって定義される）に基づ
いて、ＡＮ接続情報を無線端末に提供してもよい。ＡＮ接続情報は、一次認可ユーザと干
渉せずに、無線端末を動作されるために要求される未使用（したがって、利用可能な）チ
ャネルおよび他のデータを指定する。このように、一次認可ユーザは、その認可デバイス
の周囲の指定された半径またはエリア（例えば、保護地形線）内において、無線干渉から
の保護が与えられることができる。
【０００９】
　本明細書において説明される例示的方法および装置は、有利なことに、無線端末が、そ
れらの場所において、接続を試行する前に、無線端末に、異なる場所内で利用可能なネッ
トワーク接続のタイプを通知するために使用することができる。例えば、異なる場所を旅
行しているある人は、事前に、予測される将来目的地への到着に応じて、その人の無線デ
バイスが、読み出されたアクセスネットワーク接続能力／要件情報に基づいて、利用可能
なアクセスネットワークに接続することができるように、予測将来場所におけるアクセス
ネットワーク可用性および接続能力／要件に関して、ネットワークデータベースにクエリ
を行ってもよい。そのような予測将来場所は、２つ以上の近隣の町内、町の異なる一帯（
例えば、相互に数ブロック内の近い将来の場所）内等の比較的小さい地理的エリア、ある
いは人が歩行する、または、例えば、地上ベースの輸送機関を用いて、移動し得る、任意
の他の比較的小さい地理的エリア内の近い将来の場所であってもよい。いくつかの例示的
実装では、予測将来場所は、異なる州または国等の比較的大きな地理的エリアと関連付け
られたより離れた将来場所であってもよい。
【００１０】
　アクセスネットワーク接続情報のそのような予測的読み出しは、有利なことに、周波数
バンドの認可ユーザに関して、取締規則によって要求され得るように、無線端末が、その
予測将来場所において、適切な周波数スペクトルを使用することを保証するために使用さ
れてもよい。これは、ＴＶＢＤおよびテレビ放送機器または無線マイクロホン等の他の認
可ホワイトスペースデバイスによって共有されるＴＶＷＳ周波数スペクトルにも該当する
。ＴＶＷＳ周波数スペクトルを使用するネットワークは、ＴＶＷＳ周波数スペクトルをモ
バイル通信端末（例えば、携帯電話または他の通信デバイスとして実装されるＴＶＢＤ）
と共有する個々の認可デバイス（例えば、放送ＴＶ局または認可無線マイクロホン）に対
する地理的保護地形線を記憶する１つ以上のＴＶＷＳデータベースと関連付けられてもよ
い。加えて、ＴＶＷＳ周波数スペクトルを使用する認可無線マイクロホンは、異なる遠隔
場所において使用されるため、移動性であって（例えば、現場取材のため）、その保護境
界に対して、頻繁な変更を被り得る。したがって、そのような可動認可デバイスに対する
動作分類情報は、経時的に、頻繁に変化し得る。本明細書において説明される例示的方法
および装置は、利用可能なアクセスネットワーク接続能力に関して、モバイル通信デバイ
スを継続して更新し、同一の周波数スペクトル内で動作する認可デバイスとの干渉を防止
するために使用されてもよい。
【００１１】
　特定のＴＶＷＳチャネル（例えば、ＴＶＷＳ周波数スペクトルチャネル）を使用するた
めに登録される個々の認可デバイスを保護するために、本明細書において説明される例示
的方法および装置は、モバイル通信デバイスに、その現在の場所を決定し、モバイル通信
デバイスが進行し得る将来場所を予測することを可能にするために使用されてもよい。そ
のような場所は、それらの別個の認可デバイスと同一の周波数チャネルを使用可能である
モバイル通信デバイス通信によって生じる干渉から保護されなければならない個々の認可
デバイスの近傍にあり得る。本明細書において説明される例示的方法および装置はまた、
認可デバイスとのそのような干渉を回避するために、動作チャネル、動作帯域幅、モバイ
ルデバイスの伝送電力への変更を含む、アクセスネットワーク接続構成、および／または
アクセスネットワーク接続情報と関連付けられた任意の他のパラメータを変更するために
使用されてもよい。本明細書において説明されるアクセスネットワーク接続情報は、アク
セスネットワーク接続構成を選択する際に使用するための異なる動作および場所パラメー
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タを定義するＲｅｇｕｌａｔｏｒｙ　ＣｌａｓｓｅｓまたはＯｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｃｌａ
ｓｓｅｓとして実装されてもよい。
【００１２】
　本明細書において説明されるアクセスネットワーク接続情報の予測的読み出しは、有利
なことに、無線端末によって使用され、実際の接続時間の間に、より少数のＡＮ接続構成
変更を要求し、ネットワーク接続を最適化し、および／または電力消費を最小にするよう
に、チャネル使用（または、他の接続パラメータ使用）に関して事前に決定を行なっても
よい。いくつかの例示的実装では、本明細書において説明される技法はまた、所望のネッ
トワーク接続の質に基づいて、進行ルートを選択するために使用されてもよい。
【００１３】
　例示的方法および装置は、ＴＶＷＳデータベースから取得されたアクセスネットワーク
情報を読み出し、選択するように、本明細書において説明されるが、例示的方法および装
置は、同様に、規制範囲がそれらを利用可能にすることに伴って、ＴＶバンド以外のバン
ド内のホワイトスペースを使用するネットワークを含む、他のタイプのネットワーク（例
えば、ＷＬＡＮアクセスネットワーク、セルラーネットワーク等）へのアクセスおよび接
続に関する情報を記憶するデータベース（例えば、情報サーバ）にアクセスするために使
用されてもよい。加えて、ＴＶＢＤとＴＶＷＳデータベースとの間の本明細書において説
明される情報メッセージ交換は、有線および無線通信倍値の両方を使用する、例えば、ネ
ットワーククエリプロトコル、ネットワークメッセージ交換、電子メール、ショートメッ
セージングサービス（ＳＭＳ）、およびインスタントメッセージングを含む、任意の好適
な技法を用いて実装されてもよい。
【００１４】
　本明細書において説明される例示される実施例では、ＴＶＷＳアクセスネットワークと
接続するために使用される例示的無線端末は、ＴＶＷＳアクセスネットワーク（ＴＶＷＳ
プロトコルおよびＴＶＷＳチャネルを使用する）に接続するため、およびＩＥＥＥ（登録
商標）８０２．１１　ＷＬＡＮアクセスネットワークに接続するための無線能力を有する
デュアルモードまたは他のマルチモード無線端末を用いて実装されてもよい。他の例示的
実装では、本明細書において説明される例示的方法および装置は、ＩＥＥＥ（登録商標）
８０２．１１　ＷＬＡＮアクセスネットワーク以外のアクセスネットワーク技術に接続す
るための能力に加えて、ＴＶＷＳ接続能力を有する無線端末によって使用されてもよい。
そのような他のアクセスネットワーク技術として、例えば、セルラー、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ
（登録商標）　ＬＡＮ、およびユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）等の無線および有線
両方の技術が挙げられ得る。
【００１５】
　デュアルモード無線端末は、有利なことに、非ＴＶＷＳアクセスネットワーク（例えば
、ＷＬＡＮアクセスネットワークまたはセルラーネットワーク）を介して、ＴＶＷＳデー
タベースに接続し、ＴＶＷＳアクセスネットワークへの接続を試行する前に、ＴＶＷＳア
クセスネットワーク接続能力／要件／可用性に関する情報を読み出すために使用すること
ができる。このように、ＴＶＷＳ接続が、利用不可能または不可能である場合、無線端末
は、そのようなアクセスネットワークが利用可能であるとき、またはそのような接続が不
可能であるとき、ＴＶＷＳアクセスネットワークへの接続を試行する際にバッテリ電力を
消費する必要がない。
　本発明はさらに、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　無線端末の予測将来場所に基づいて、ネットワーク接続情報を読み出すための方法であ
って、
　該方法は、
　無線端末の少なくとも１つの将来場所を予測することと、
　少なくとも１つのアクセスネットワークに接続するために、少なくとも第１および第２
のネットワーク接続情報セットを要求することであって、該少なくとも第１および第２の
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ネットワーク接続情報セットは、該少なくとも１つの将来場所における無線通信有効範囲
を提供する、ことと
　を含み、
　該第１のネットワーク接続情報は、第１の地理的場所と関連付けられ、該第２のネット
ワーク接続情報は、第２の地理的場所と関連付けられる、方法。
（項目２）
　前記少なくとも第１および第２のネットワーク接続情報セットを要求することは、デー
タベースから該第１および第２のネットワーク接続情報セットを要求することを含み、該
データベースは、前記少なくとも１つのアクセスネットワークに対して外部のネットワー
クの中に位置し、前記無線通信有効範囲を提供する、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記データベースは、テレビホワイトスペースデータベースである、項目２に記載の方
法。
（項目４）
　前記少なくとも第１および第２のネットワーク接続情報セットを要求することは、前記
無線端末が前記第１または第２の地理的場所にある前に、第２のアクセスネットワークに
要求を送信することによって行なわれる、項目１に記載の方法。
（項目５）
　前記少なくとも１つのアクセスネットワークおよび前記第２のアクセスネットワークは
、ホワイトスペースネットワークである、項目４に記載の方法。
（項目６）
　前記少なくとも１つのアクセスネットワークは、ホワイトスペースネットワークであり
、前記第２のアクセスネットワークは、無線ローカルエリアネットワークまたはセルラー
ネットワークのうちの１つである、項目４に記載の方法。
（項目７）
　前記少なくとも１つのアクセスネットワークは、無線ローカルエリアネットワークまた
はセルラーネットワークのうちの１つであり、前記第２のアクセスネットワークは、無線
ローカルエリアネットワークまたはセルラーネットワークのうちの１つである、項目４に
記載の方法。
（項目８）
　前記無線端末の前記少なくとも１つの将来場所を予測することは、該無線端末の進行速
度または該無線端末の進行方向のうちの少なくとも１つに基づいて行なわれる、項目１に
記載の方法。
（項目９）
　前記第１のネットワーク接続情報セットは、同一の周波数チャネル内で動作する少なく
とも１つの他のデバイスとの干渉を回避するためのネットワーク接続要件を含み、該同一
の周波数チャネル上で、前記少なくとも１つのアクセスネットワークが前記無線端末と接
続可能である、項目１に記載の方法。
（項目１０）
　前記少なくとも１つの他のデバイスは、前記同一の周波数チャネルのうちの少なくとも
１つを用いて、前記第１の地理的場所内において動作するように登録された認可デバイス
である、項目９に記載の方法。
（項目１１）
　前記少なくとも１つの他のデバイスは、ネットワーク接続データベースの中に登録され
ており、該ネットワーク接続データベースは、該少なくとも１つの他のデバイスの登録に
基づいて前記第１のネットワーク接続情報セットを導出し、該第１のネットワーク接続情
報セットから、該少なくとも１つの他のデバイスの該登録の中に示される前記同一の周波
数チャネルのうちの少なくとも１つを除外する、項目１０に記載の方法。
（項目１２）
　前記無線端末の少なくとも１つの将来場所は、該無線端末の現在の進行経路に沿って位
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置している、項目１に記載の方法。
（項目１３）
　前記少なくとも１つの将来場所を予測することおよび前記少なくとも第１および第２の
ネットワーク接続情報を要求することは、前記無線端末と通信するネットワークデバイス
によって行なわれる、項目１に記載の方法。
（項目１４）
　前記第１のネットワーク接続情報セットは、時間的範囲または地理的範囲のうちの少な
くとも１つを含み、該時間的範囲は、該第１の接続情報セットが有効である持続時間を示
し、該地理的範囲は、該第１の接続情報セットが有効である地理的範囲を示す、項目１に
記載の方法。
（項目１５）
　命令が記憶されている有形機械可読媒体であって、該命令は、実行されると、機械に項
目１に記載の方法を行なわせる、有形機械可読媒体。
（項目１６）
　無線端末の予測将来場所に基づいて、ネットワーク接続情報を読み出すための装置であ
って、
　該装置は、
　プロセッサを含み、該プロセッサは、
　　無線端末の少なくとも１つの将来場所を予測することと、
　　少なくとも１つのアクセスネットワークに接続するための少なくとも第１および第２
のネットワーク接続情報セットを要求することであって、該少なくとも第１および第２の
ネットワーク接続情報セットは、該少なくとも１つの将来場所における無線通信有効範囲
を提供する、ことと
　を行うように構成され、第１のネットワーク接続情報は、第１の地理的場所と関連付け
られ、第２のネットワーク接続情報は、第２の地理的場所と関連付けられる、装置。
（項目１７）
　前記プロセッサは、データベースからの前記第１および第２のネットワーク接続情報セ
ットを要求することによって、該少なくとも第１および第２のネットワーク接続情報セッ
トを要求するように構成され、該データベースは、前記少なくとも１つのアクセスネット
ワークに対して外部のネットワークの中に位置し、前記無線通信有効範囲を提供する、項
目１６に記載の装置。
（項目１８）
　前記データベースは、テレビホワイトスペースデータベースである、項目１７に記載の
装置。
（項目１９）
　前記プロセッサは、前記無線端末が、前記第１または第２の地理的場所にある前に第２
のアクセスネットワークに要求を送信することによって、前記少なくとも第１および第２
のネットワーク接続情報セットを要求するように構成される、項目１６に記載の装置。
（項目２０）
　前記少なくとも１つのアクセスネットワークおよび前記第２のアクセスネットワークは
、ホワイトスペースネットワークである、項目１９に記載の装置。
（項目２１）
　前記少なくとも１つのアクセスネットワークは、ホワイトスペースネットワークであり
、前記第２のアクセスネットワークは、無線ローカルエリアネットワークまたはセルラー
ネットワークのうちの１つである、項目１９に記載の装置。
（項目２２）
　前記少なくとも１つのアクセスネットワークは、無線ローカルエリアネットワークまた
はセルラーネットワークのうちの１つであり、前記第２のアクセスネットワークは、無線
ローカルエリアネットワークまたはセルラーネットワークのうちの１つである、項目１９
に記載の装置。



(9) JP 5548821 B2 2014.7.16

10

20

30

40

50

（項目２３）
　前記プロセッサは、前記無線端末の進行速度または該無線端末の進行方向のうちの少な
くとも１つに基づいて、該無線端末の少なくとも１つの将来場所を予測するように構成さ
れる、項目１６に記載の装置。
（項目２４）
　前記第１のネットワーク接続情報セットは、同一の周波数チャネル内で動作する少なく
とも１つの他のデバイスとの干渉を回避するためのネットワーク接続要件を含み、該同一
の周波数チャネル上で、前記少なくとも１つのアクセスネットワークが前記無線端末と接
続可能である、項目１６に記載の装置。
（項目２５）
　前記少なくとも１つの他のデバイスは、前記同一の周波数チャネルのうちの少なくとも
１つを用いて前記第１の地理的場所内で動作するように登録された認可デバイスである、
項目２４に記載の装置。
（項目２６）
　前記少なくとも１つの他のデバイスは、ネットワーク接続データベースの中に登録され
、該ネットワーク接続データベースは、該少なくとも１つの他のデバイスの登録に基づい
て、前記第１のネットワーク接続情報セットを導出し、該第１のネットワーク接続情報セ
ットから、該少なくとも１つの他のデバイスの登録の中に示される前記同一の周波数チャ
ネルのうちの少なくとも１つを除外する、項目２５に記載の装置。
（項目２７）
　前記無線端末の少なくとも１つの将来場所は、該無線端末の現在の進行経路に沿って位
置している、項目１６に記載の装置。
（項目２８）
　前記プロセッサは、前記無線端末と通信するネットワークデバイスの中に実装される、
項目１６に記載の装置。
（項目２９）
　前記第１のネットワーク接続情報セットは、時間的範囲または地理的範囲のうちの少な
くとも１つを含み、該時間的範囲は、該第１の接続情報セットが有効である持続時間を示
し、該地理的範囲は、該第１の接続情報セットが有効である地理的範囲を示す、項目１６
に記載の装置。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、例示的無線端末が、無線アクセスネットワークに接続するために、アク
セスネットワーク（ＡＮ）接続情報を例示的テレビホワイトスペース（ＴＶＷＳ）データ
ベースから読み出す、例示的通信ネットワークを描写する。
【図２】図２は、図１の無線端末が、図１のアクセスネットワークに接続するために、Ａ
Ｎ接続情報を読み出す際に使用するための将来場所を予測するステップを描写する。
【図３】図３は、ＴＶＷＳデータベースからＡＮ接続情報を要求するための無線端末、ア
クセスポイントおよび図１のＴＶＷＳデータベースの間の例示的メッセージ交換を描写す
る。
【図４】図４は、新しいＡＮ接続情報の行使開始を示すタイミング情報に基づいて、無線
端末とアクセスネットワークとの間の接続に変更を行うために使用され得る、図１の無線
端末の例示的実装を描写する。
【図５】図５は、ＡＮ接続情報を図１の無線端末にプッシュするための例示的通信技法を
描写する。
【図６】図６は、異なるＡＮ接続要件と関連付けられた異なる地理的場所の間を進行する
間、比較的より少数、より少量、または最小量あるいは数量のＡＮ接続構成変更を要求す
るＡＮ接続構成を確立するために、ＡＮ接続構成選択技法を使用する、図１の無線端末を
描写する。
【図７】図７は、予測経路に沿って、図１の無線端末によって選択されたＡＮ接続計画に
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基づいて、地理的ナビゲーションプログラムと関連して使用され得る、例示的進行経路選
択技法を描写する。
【図８】図８は、本明細書において説明される例示的方法および装置を実装するために使
用され得る、図１－７の例示的無線端末の詳細図を描写する。
【図９】図９は、ネットワーク内で使用するため、および本明細書において説明される例
示的方法および装置を実装するために使用され得る、例示的プロセッサシステムを描写す
る。
【図１０】図１０は、アクセスネットワークに接続するために、ＡＮ接続構成を選択する
際に使用するための近い将来の場所を予測するために使用され得る、コンピュータ可読命
令を用いて実装され得るプロセスを表す、例示的フロー図を描写する。
【図１１】図１１は、ＡＮ接続情報の行使開始に対応するタイミング情報に基づいて、無
線端末とアクセスネットワークとの間のＡＮ接続変更を実装するために使用され得るコン
ピュータ可読命令を用いて実装され得るプロセスを表す、例示的フロー図を描写する。
【図１２】図１２は、異なるＡＮ接続要件と関連付けられた異なる地理的場所に沿って進
行している間、比較的より少数、より少量、または最小量あるいは数量の構成変更を要求
するＡＮ接続を確立するためのＡＮ接続構成を選択するために使用され得る、コンピュー
タ可読命令を用いて実装され得るプロセスを表す、例示的フロー図を描写する。
【図１３】図１３は、図１－７の無線端末によって選択されたＡＮ接続場所に基づいて、
地理的ナビゲーションプログラムと関連して、進行経路を選択するために使用され得る、
コンピュータ可読命令を用いて実装され得るプロセスを表す、例示的フロー図を描写する
。
【図１４】図１４は、モバイルＡＮと接続する、別の例示的通信ネットワークを描写する
。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　次に、図１を参照すると、本明細書において説明される例示的方法および装置が実装さ
れ得る例示的通信ネットワーク１００が示されている。図１に示されるように、例示的通
信ネットワーク１００は、アクセスネットワーク（ＡＮ）１０２ａ－ｂを含み、それぞれ
、個別のアクセスポイント（ＡＰ）１０４ａ－ｂを有する。例示される実施例では、ＡＮ
１０２ａ－ｂは、ＴＶＷＳ　ＡＮである。示されるように、ＡＮ１０２ａは、無線有効範
囲を地理的場所（ＧＥＯ－ＬＯＣ）Ａ１０６ａに提供し、ＡＮ１０２ｂは、無線有効範囲
をＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｂ１０６ｂに提供する。無線端末１０８が、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ａ１０
６ａ内に位置するとき、無線端末１０８は、ＡＮ１０２ａと接続を確立することができる
。無線端末１０８が、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｂ１０６ｂに移動すると、無線端末１０８は、Ａ
Ｎ１０２ｂと接続を確立することができる。
【００１８】
　無線端末１０８に、アクセスネットワーク１０２ａ－ｂと接続を確立するためのＡＮ接
続情報を提供するために、通信ネットワーク１００は、例示される実施例では、ＴＶＷＳ
データベース１１０であるネットワークデータベース１１０を具備する。ＴＶＷＳデータ
ベース１１０は、ＡＮ１０２ａ－ｂとは論理的に外部であり、または分離されており、無
線端末がＴＶＷＳデータベース１０８に接続する任意の他のアクセスネットワークと論理
的に分離されている外部ネットワーク１１２内に位置して示される。図示されないが、Ａ
Ｎ１０２ａ－ｂは、別の中間ネットワーク（例えば、インターネット、プライベートネッ
トワーク等）を介して外部ネットワーク１１２と接続してもよい。いくつかの例示的実装
では、ＴＶＷＳデータベース１１０は、管理および同期されるデータベースの階層を有す
る異なる領域間に分散されてもよい。いくつかの例示的実装では、ＡＮ１０２ａ－ｂまた
は任意の他のＡＮ（例えば、ＷＬＡＮ１１６）は、ＴＶＷＳデータベース１１０の関連部
分（例えば、限定された地理的領域に基づいて）または全部のローカルコピーをキャッシ
ュしてもよい。
【００１９】
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　示されるように、ＴＶＷＳデータベース１１０は、ＡＮ１０２ａおよびＡＮ１０２ｂと
の接続を確立するための接続情報を含むＡＮ接続情報１１４を記憶している。アクセスネ
ットワーク接続情報は、例えば、接続周波数（例えば、周波数チャネル）、利用可能な帯
域幅、許容される伝送電力、ダウンリンク伝送電力の可用性、ポリシー、場所、タイミン
グ情報、現在の位置（例えば、ＴＶＷＳデータベース１１０内に記憶された保護地形線に
基づく）からの使用の時間的範囲および／または地理的範囲、ならびに／あるいはアクセ
スネットワーク接続（例えば、ＴＶＷＳアクセスネットワークとの接続）のために許容さ
れるチャネルへのアクセス権を含んでもよい。この情報は、アクセスネットワーク（例え
ば、アクセスネットワーク１０２ａ－ｂ）が無線有効範囲を提供する異なる場所に対して
提供されることができる。
【００２０】
　図１の例示される実施例では、無線端末１０８は、ＡＮ１０２ａ－ｂのいずれかまたは
任意の他のＡＮから、ＴＶＷＳデータベース１１０にアクセスし、ＡＮ１０２ａ－ｂのい
ずれかまたは任意の他のＡＮに対するアクセスネットワーク接続情報を読み出し得る。す
なわち、無線端末１０８は、無線端末１０８がその場所のアクセスネットワークと現在通
信していない場合でも、将来に移動させられ得る任意の場所（または、全ての場所）に対
するＡＮ接続情報を要求することができる。関連情報を読み出すために、無線端末１０８
は、任意の数の予測因子（例えば、進行速度、進行方向、地理的地図データ、以前の履歴
、ユーザ入力、ウェブブラウザ検索（例えば、地図クエリ、進行方向検索クエリ等）等）
に基づいてその将来場所を予測し、任意のＡＮからＴＶＷＳデータベース１１０にアクセ
スして、予測将来場所において、任意の他のＡＮと接続するステップ、または同一ＡＮへ
の接続を維持するステップと関連付けられるＡＮ接続情報を読み出すことができる。いく
つかの例示的実装では、手動ユーザ入力もまた使用されて、無線端末１０８に、予測将来
場所を提供してもよい。そのような手動ユーザ入力は、有利なことに、例えば、予測将来
場所が、異なる州または異なる国内等、現在の場所から比較的遠いか、または無線端末１
０８が遠い将来（例えば、数日後、翌週等）までそのような予測将来場所に位置すること
が予期されないときに使用されてもよい。
【００２１】
　加えて、無線端末１０８は、ＡＮ１０２ａ－ｂを実装するために使用されるＴＶＷＳ　
ＡＮタイプと異なる任意の他のタイプのＡＮから、ＴＶＷＳデータベース１１０にアクセ
スして、ＡＮ１０２ａ－ｂに対するＡＮ接続情報を要求してもよい。例えば、通信ネット
ワーク１００は、外部ネットワーク１１２内のＴＶＷＳデータベース１１０へのアクセス
も提供するＷＬＡＮアクセスポイント（ＡＰ）１１８を有するＷＬＡＮアクセスネットワ
ーク１１６を含む。いくつかの例示的実装では、無線端末１０８（例えば、マルチモード
無線端末として実装される）は、将来、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ａ１０６ａおよびＧＥＯ－ＬＯ
Ｃ　Ｂ１０６ｂ内に位置することを予測し、ＷＬＡＮ　ＡＮ１１６を介してＴＶＷＳデー
タベース１１０にアクセスし、ＡＮ１０２ａおよびＡＮ１０２ｂと接続するためのＡＮ接
続情報を要求してもよい。
【００２２】
　図１の例示される実施例では、ＡＮ１０２ａに対するＡＮ接続情報は、ＡＮ１０２ｂに
対するＡＮ接続情報と異なり得る。特に、図１に示されるように、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｂ１
０６ｂは、無線端末１０８によってＡＮ１０２ｂと接続するためにも使用される同一の無
線スペクトル（例えば、同一の周波数チャネル）を使用する認可デバイス（ＬＤ）１２０
（例えば、認可無線マイクロホン、ＴＶ放送局等）を有してもよい。ＬＤ１２０は、ＴＶ
ＷＳデータベース１１０が、ＬＤ１２０がＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｂ１０６ｂ内における特定の
日／時にその動作のために占有する周波数チャネルを他のデバイスに通知することができ
るように、ＴＶＷＳデータベース１１０に登録することができる。このように、ＴＶＷＳ
データベース１１０は、無線端末１０８等のモバイル通信デバイスに、そのような周波数
チャネルが登録された日／時の間、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｂ１０６ｂ内での使用に対して利用
不可能であることを知らせることができる。したがって、無線端末１０８が、ＧＥＯ－Ｌ
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ＯＣ　Ａ１０６ａ内において、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｂ１０６ｂ内で制限されたまたは利用不
可能な（ＬＤ１２０のうちの１つ以上の動作のため）周波数チャネルを用いている場合、
無線端末１０８は、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｂ１０６ｂに移動するとき、そのＡＮ接続構成を変
更しなければならず、その無線接続は、ＡＮ１０２ａからＡＮ１０２ｂまでハンドオフさ
れる。
【００２３】
　いくつかの例示的実装では、ＴＶＷＳデータベース１１０から読み出されたＡＮ接続情
報はまた、ＡＮ接続情報が使用に対して有効である持続時間（例えば、時間的範囲）また
はエリア（例えば、地理的範囲）を示すための使用の時間的範囲および／または地理的範
囲を含んでもよい。いくつかの事例では、時間的範囲および／または地理的範囲は、ＡＮ
接続情報が、１つのＡＮ内またはいくつかのＡＮにわたって、使用に対して有効であるこ
とを示してもよい。ＡＮ接続情報のための使用の時間的範囲は、固定無線端末またはあま
り頻繁に移動しない無線端末により大きく関連し得る一方、使用の地理的範囲は、比較的
より頻繁に異なる場所の間を移動するモバイル無線端末により大きく関連し得る。そのよ
うな使用の時間的および／または地理的範囲は、有利なことに、無線端末１０８によって
使用され、選択されたＡＮ接続構成を優先化、または好ましいＡＮ接続構成を識別しても
よい。例えば、無線端末１０８がかなりの進行量に曝されている（例えば、高速上を車で
進行する）場合、無線端末１０８が異なるＡＮの間を進行するときに、地理的範囲に基づ
く頻繁なチャネル切替またはハンドオーバを行なう必要性を防止するために、一様または
同一のチャネル選択を有する選好を優先化し得る。無線端末１０８が、略定常状態（例え
ば、無線端末１０８が、歩行中の歩行者によって搬送されているときに該当し得るように
、無線端末１０８が、場所の変化を殆どまたは全く被らない）または狭い範囲の移動（例
えば、無線端末１０８の屋内使用の間）に曝される場合、無線端末１０８は、時間的範囲
に基づいて、現在のＡＮまたはＡＮ群との接続セッションの持続時間の間、頻繁にチャネ
ル切替またはハンドオーバを行なう必要性を防止するために、最長持続時間チャネル選択
を有する（例えば、最長持続時間の間、選択された状態を維持し得るチャネルを選択する
）選好を優先化してもよい。
【００２４】
　図示されないが、ＡＮ１０２ａ－ｂおよび１１６はまた、個々のＡＰ１０４ａ－ｂおよ
び１１８と通信するネットワークアクセスサーバ（ＮＡＳ）を具備してもよい。そのよう
な例示的実装では、ＮＡＳは、無線端末がネットワークアクセスを獲得し、したがって、
ＡＮ１０２ａ－ｂおよび１１６および他のネットワーク（例えば、外部ネットワーク１１
２）との通信が許可されているか否かを決定するために使用されてもよい。加えて、ＮＡ
Ｓは、無線端末１０８によって、ＴＶＷＳデータベース１１０への送達のために意図され
たＡＰ１０４ａ－ｂおよび１１８に送信される通信を処理し、そのような通信または関連
部分（例えば、ＴＶＷＳプロトコル（ＴＶＷＳＰ）フレームを形成するために、アクセス
ネットワーククエリプロトコルと併用される、ＩＥＥＥ（登録商標）８０２．１１情報要
素）をＴＶＷＳデータベース１１０に転送してもよい。加えて、ＮＡＳは、ＴＶＷＳデー
タベース１１０から応答を受信し、無線端末１０８に、ＡＰ１０４ａ－ｂおよび１１８の
個別の１つを通して、応答情報（例えば、ＴＶＷＳＰフレームを介して）を転送するため
に使用されてもよい。
【００２５】
　図１４を簡単に参照すると、本明細書において説明される例示的方法および装置はまた
、異なる地理的場所（例えば、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ａ－Ｂ１０６ａ－ｂ）の間で移動させら
れるモバイルＡＮと関連して実装されてもよい。図１４の例示される実施例では、無線端
末１０８は、図１のネットワークシステム１００と共通するいくつかの要素を有する、別
の例示的ネットワークシステム１４００内に示され、いくつかの例示的実装では、ネット
ワークシステム１００と関連して実装されてもよい。ネットワークシステム１４００は、
ＡＰ１５４を含むＡＮ１５２を有するように示される。ＡＮ１５２は、無線広域ネットワ
ーク（ＷＷＡＮ）、無線都市規模ネットワーク（ＷＭＡＮ）、ＷｉＭＡＸ　ＡＮ、ロング
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・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）ＡＮ、または外部ネットワーク１１２と通信し、
モバイルデバイスおよびモバイルＡＰと通信可能な任意の他のタイプのＡＮであってもよ
い。
【００２６】
　例示される実施例では、無線端末１０８は、モバイルＴＶＷＳ　ＡＮを形成するモバイ
ルＴＶＷＳ　ＡＰ１５６と通信するように示される。外部ネットワーク１１２または任意
の他のネットワーク（例えば、インターネット）にアクセスするために、モバイルＴＶＷ
Ｓ　ＡＰ１５６は、モバイルＷＷＡＮ　ＡＰ１５８と通信し、次に、ＡＮ１５２のＡＰ１
５４と通信する。例示される実施例では、無線端末１０８、モバイルＴＶＷＳ　ＡＰ１５
６、およびモバイルＷＷＡＮ　ＡＰ１５８に対する運搬担体は、バス１６０であるが、例
えば、自動車、人（例えば、アドホックＡＰを形成するポータブルデバイスを搬送する人
）等を含む、任意の他のタイプの担体であってもよい。
【００２７】
　例示される実施例では、モバイルＴＶＷＳ　ＡＰ１５６は、ＷＬＡＮ　ＡＰ１１８と通
信するために、ＷＬＡＮ無線を具備してもよい。動作の間、ＷＬＡＮ　ＡＰ１１８等のイ
ネーブリングＡＰは、ＴＶＷＳ　ＡＰ１５６によって検出およびデコードされると、ＴＶ
ＷＳ　ＡＰ１５６に、モバイルＷＷＡＮ　ＡＰ１５８を介して、外部ネットワーク１１２
にアクセスさせるイネーブリングビーコン１６２を伝送する。モバイルＴＶＷＳ　ＡＰ１
５６は、ＷＷＡＮ　ＡＰ１５８を介してＴＶＷＳデータベース１１０にクエリを行ない、
バス１６０が位置する現在の実際の場所（例えば、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ａ１０６ａ）、およ
び／またはバス１６０が、将来、位置し得る任意の予測将来場所（例えば、ＧＥＯ－ＬＯ
Ｃ　Ａ１０６ｂ）に対する、本明細書において説明されるようなＴＶＷＳチャネル可用性
情報を要求してもよい。ＴＶＷＳ　ＡＰ１５６は、受信したＴＶＷＳチャネル可用性情報
をローカルに記憶してもよく、無線端末１０８は、ＴＶＷＳチャネル可用性情報をＴＶＷ
Ｓ　ＡＰ１５６から要求し、ＴＶＷＳ　ＡＰ１５６との非干渉接続を確立してもよい。
【００２８】
　無線端末１０８、モバイルＴＶＷＳ　ＡＰ１５６、およびモバイルＷＷＡＮ　ＡＰ１５
８は、異なる場所の間を移動することに伴って、それらの異なる場所に位置するＬＤ１２
０等、一次デバイス（例えば、ホワイトスペースチャネルの認可登録デバイス）の動作と
関連付けられる保護地形線を越え得る。そのような移動の間、モバイルＴＶＷＳ　ＡＰ１
５６は、ＴＶＷＳデータベース１１０に、接近している場所に対して更新されたＴＶＷＳ
チャネル可用性情報に関してクエリを行い、ＴＶＷＳチャネル可用性情報を無線端末１０
８に送信し、保護が一次デバイス（例えば、ＬＤ１２０）に対して行使されるエリアを横
断している場合でも、無線端末１０８に、モバイルＴＶＷＳ　ＡＰ１５６を通して、有効
ＡＮ接続を維持させることができる。したがって、無線端末１０８およびモバイルＴＶＷ
Ｓ　ＡＰ１５６は、異なる保護地形線間を移動している場合でも、ＴＶＷＳデータベース
１１０から受信したＴＶＷＳチャネル可用性情報を使用することによって、近傍の一次デ
バイスと干渉せず、相互に通信したままであることができる。
【００２９】
　例示される実施例では、モバイルＴＶＷＳ　ＡＰ１５６が、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ａ１０６
ａ内にあって、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｂ１０６ｂに向かって移動しているとき、ＴＶＷＳ　Ａ
Ｐ１５６は、ＴＶＷＳデータベース１１０にクエリを行ない、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｂ１０６
ｂに対する更新されたＴＶＷＳチャネル可用性情報を要求し、その新しい場所内の利用可
能なチャネルを決定してもよい。現在の場所（例えば、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ａ１０６ａ）に
対して選択されたチャネルが、接近している新しい場所（ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｂ１０６ｂ）
において利用不可能となる場合、ＴＶＷＳ　ＡＰ１５６は、新しい場所内で利用可能なチ
ャネルを選択し、そのアタッチされた無線端末（例えば、無線端末１０８）すべてに、新
しいチャネルを使用するために、ＴＶＷＳ　ＡＰ１５６とのそのＡＮ接続の構成を変更す
るよう命令する。例示される実施例では、ＴＶＷＳ　ＡＰ１５６は、イネーブリングビー
コン１６２をＷＬＡＮ　ＡＰ１１８から受信する限り、ＴＶＷＳネットワーク有効範囲を
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無線端末に提供し続けることができる。
【００３０】
　次に、図２の例示される実施例を参照すると、図１の無線端末１０８は、図１のＡＮ１
０２ａ－ｂに接続するためのＡＮ接続情報を読み出す際に使用するために、将来場所（例
えば、現在の進行経路２０２に沿った近い将来の場所）を予測する。現在の進行経路２０
２は、無線端末１０８の以前の実際の場所２０４（ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ａ１０６ａ内）およ
び現在の実際の場所２０６（ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｂ１０６ｂ内）を含む。例示される実施例
では、無線端末１０８は、全地球測位システム（ＧＰＳ）デバイスまたは他の場所把握技
術を具備し、現在の進行経路２０２、以前の実際の場所２０４、および現在の実際の場所
２０６を決定してもよい。いくつかの例示的実装では、無線端末１０８は、その現在の実
際の場所２０６を図１のＴＶＷＳデータベース１１０に送信してもよく、ＴＶＷＳデータ
ベース１１０は、現在の実際の場所２０６（例えば、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｂ１０６ｂ内の場
所）を用いて、例えば、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｂ１０６ｂのＡＮ１０２ｂ（図１）に接続する
ために、無線端末１０８に現在利用可能な各周波数チャネルの地球物理的範囲を決定して
もよい。したがって、ＴＶＷＳデータベース１１０は、無線端末１０８によって提供され
る情報に基づいて、地理的予測の機能を果たしてもよい。
【００３１】
　無線端末１０８は、予測因子を用いて、将来（例えば、近い将来）に位置するであろう
と無線端末１０８が予測する予測将来場所２０８を決定してもよい。予測因子は、例えば
、以前の実際の場所２０４（および／または他の以前の実際の場所）、現在の実際の場所
２０６、進行速度、進行方向、および／または将来場所を予測するために使用され得る任
意の他の情報を含んでもよい。将来場所の手動ユーザ入力を含む、予測将来場所２０８を
予測するための任意の周知のおよび好適な技法が採用されてもよい。いくつかの例示的実
装では、予測を実際の場所の周期的サンプル読取りと比較することによって、後続の予測
の正確性を改善することができる。
【００３２】
　加えて、無線端末１０８は、進行速度および進行方向情報を用いて、ＴＶＷＳデータベ
ース１１０にチェックインするか、またはそこから更新されたＡＮ接続情報を要求する必
要がある頻度を決定してもよい。例えば、無線端末１０８が比較的低速で移動しているか
、または全く移動していない場合には、無線端末１０８が比較的高速で移動しており、し
たがって、異なるＡＮ（例えば、図１のＡＮ１０２ａ－ｂ）によってサーブまたは網羅さ
れる異なる場所（例えば、図１および２のＧＥＯ－ＬＯＣ　Ａ－Ｂ１０６ａ－ｂ）を横断
している場合よりも低頻度で、ＴＶＷＳデータベース１１０にチェックイン（例えば、Ａ
Ｎ接続情報を要求）する必要があると決定してもよい。いくつかの例示的実装では、無線
端末１０８が特定のチャネルに対する使用の時間的範囲または地理的範囲を超えると、無
線端末１０８は、関連ＡＮ接続情報をＴＶＷＳデータベース１１０から再要求するように
トリガされてもよい。
【００３３】
　図２に示されるように、予測進行経路は、予測経路２１０等の非線形経路を辿ってもよ
い。そのような非線形経路予測は、モバイルデバイスの現在の進行経路（例えば、無線端
末１０８の現在の進行経路２０２）に一致する利用可能な進行経路を示す、地図データの
使用を介して促進されてもよい。例えば、現在の進行経路２０２が、１つ以上の屈曲を辿
る州間の高速道路を辿る場合、無線端末１０８に対して利用可能な進行経路内のそのよう
な屈曲は、それを示す地図データから識別されてもよい。予測経路２１０は、図２に示さ
れるが、開示される例示的方法および装置は、予測経路２１０を形成する比較的少ない場
所が予測されるように、低粒度予測を用いて実装されてもよい。いくつかの例示的実装で
は、無線端末１０８（または、ネットワークデバイス）は、予測将来場所２０８の間の経
路（例えば、予測経路２１０）を予測することなく、予測将来場所２０８を予測してもよ
い。
【００３４】
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　本明細書において説明される例示される実施例では、無線端末１０８は、予測将来場所
２０８を用いて、予測将来場所２０８において、無線有効範囲を提供するＡＮに対するＡ
Ｎ接続情報をＴＶＷＳデータベース１１０（図１）から要求してもよい。このように、無
線端末１０８は、無線端末１０８が予測場所２０８に移動させられると、それらのＡＮと
のＡＮ接続を維持することができる。
【００３５】
　例示される実施例では、無線端末１０８はまた、代替予測将来場所２１２を予測する。
例えば、代替予測将来場所２１２は、無線端末１０８がＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｃ１０６ｃから
出るとき、進行に対する２つの可能性として考えられるルート（例えば、ＧＥＯ－ＬＯＣ
　Ｄ１０６ｄ内のルートおよびＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｅ１０６ｅ内の別のルート）が存在する
と決定する場合に、実行可能な選択肢であってもよい。そのような事例では、無線端末１
０８は、無線端末１０８が進行する可能性がより高いか、または同等に進行する可能性が
ある予測将来場所（例えば、予測将来場所２０８）に加え、代替予測将来場所（例えば、
代替予測将来場所２１２）からのＴＶＷＤデータベース１１０から、ＡＮ接続情報を要求
してもよい。
【００３６】
　いくつかの例示的実装では、ＴＶＷＳデータベース１１０（または、それと関連付けら
れたサーバ）は、予測場所（例えば、予測場所２０８）または無線端末によってそれに送
信される他の情報（例えば、予測因子）を用いて、異なる無線端末との将来接続を予測し
てもよい。ＴＶＷＳデータベース１１０は、異なるＡＮ（例えば、図１のＡＮ１０２ａ－
ｂ）に対する接続負荷の予想を情報を求めている無線端末に提供してもよく、無線端末は
、そのような接続負荷予想を用いて、比較的輻輳が少ないＡＮへの接続をもたらすであろ
う、ユーザが辿るべき進行ルートを選択してもよい。
【００３７】
　図３を参照すると、無線端末１０８は、無線端末１０８（図１および２）、ＡＰ１０４
ａ、および図１のＴＶＷＳデータベース１１０の間の例示的メッセージ交換３００と関連
して、図２の予測場所２０８を用いて、ＡＮ接続情報をＴＶＷＳデータベース１１０から
要求してもよい。例えば、予測場所２０８を含む進行経路を予測した後に、無線端末１０
８は、予測場所２０８において、予測進行経路に沿う無線通信有効範囲を提供するＡＮに
接続するために、予測場所２０８に対応するＡＮ接続情報セットを要求してもよい。
【００３８】
　図３に示されるように、無線端末１０８は、無線端末１０８の各予測場所（例えば、予
測場所２０８）に対して、時間項目３０４、場所項目３０６、および接続情報セット３０
８を記憶するために使用される予測接続データ構造３０２を記憶してもよい。時間項目３
０４はそれぞれ、無線端末１０８が対応する予測場所（例えば、図２の予測将来場所２０
８のうちの１つ）に到着するであろう時間を示し、場所項目３０６はそれぞれ、対応する
予測将来場所（例えば、予測将来場所２０８のうちの１つ）の識別子を示し、ＡＮ接続情
報セット３０８はそれぞれ、対応する将来時間（例えば、時間項目３０４のうちの１つ）
における、個々の予測将来場所に関するＡＮ接続情報を記憶する。図３の例示される実施
例では、無線端末１０８が、実際に、場所項目３０６内の予測将来場所によって識別され
る場所に位置することを検出すると、無線端末１０８は、現在のＡＮ接続（または、ＡＮ
接続構成）が利用不可能である場合、ＡＮ接続情報セット３０８のうちの対応する１つに
基づいて、その現在のＡＮ接続を変更してもよい。例えば、無線端末１０８がチャネル５
を用いて現在のＡＮ接続上にあり、予測将来場所に対する後続のＡＮ接続情報がチャネル
５の使用を許可する場合（他のチャネルの使用に加え）、無線端末１０８は、予測将来場
所に対するＡＮ接続情報が、その既に確立されたＡＮ接続のために、無線端末１０８によ
って既に使用されているチャネル５の使用を許可するので、予測将来場所に到達したとき
、その現在のＡＮ接続の構成を変更する必要はない。しかしながら、予測将来場所に対す
るＡＮ接続情報がチャネル５の使用を許可しない場合、無線端末１０８は、予測将来場所
のＡＮ接続情報に従って許可されるような異なるチャネルを使用するために、そのＡＮ接
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続を変更または調節することができる。
【００３９】
　ＡＮ接続情報をＴＶＷＳデータベース１１０から読み出すために、無線端末１０８は、
アクセスネットワーク（ＡＮ）要求メッセージ３１０を送信し、ＡＰ１０４ａを介してＴ
ＶＷＳデータベース１１０にクエリを行なう。例示される実施例では、ＡＮ要求メッセー
ジ３１０は、予測接続データ構造３０２からの予測時間（Ｔ１－Ｔ３）および個別の予測
将来場所（ＬＯＣ１－ＬＯＣ３）を含む。ＡＮ要求メッセージ３１０内の予測時間（Ｔ１

－Ｔ３）および個別の予測将来場所（ＬＯＣ１－ＬＯＣ３）は、無線端末１０８が示され
る時間（Ｔ１－Ｔ３）において示される場所（ＬＯＣ１－ＬＯＣ３）に対して有効である
ＡＮ接続情報を要求していることを示す。例示される実施例では、示される場所ＬＯＣ１

は、図２のＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｃ１０６ｃを示してもよく、示される場所ＬＯＣ２は、図２
のＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｄ１０６ｄを示してもよい。ＡＮ要求メッセージ３１０の受信に応じ
て、ＡＰ１０４ａは、データベース要求３１２をＴＶＷＳデータベース１１０に送信し、
ＡＮ要求３１０からの時間（Ｔ１－Ｔ３）および個別の予測将来場所（ＬＯＣ１－ＬＯＣ

３）を転送する。
【００４０】
　例示される実施例では、ＴＶＷＳデータベース１１０は、データベース要求３１２に、
要求されるＡＮ接続情報セット（ＩＮＦＯ１－ＩＮＦＯ３）とともに、対応する予測時間
（Ｔ１－Ｔ３）を含むデータベース応答メッセージ３１４によって応答する。例示される
実施例では、ＡＮ接続情報セットＩＮＦＯ１は、予測時間Ｔ１またはその前後において、
図２のＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｃ１０６ｃ内で、ＡＮ（例えば、図１のＡＮ１０２ａ－ｂに類似
する）に接続するための接続情報を含み、ＡＮ接続情報セットＩＮＦＯ２は、予測時間Ｔ

２またはその前後において、図２のＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｄ１０６ｄのＡＮに接続するための
接続情報を含む。データベース応答３１４を受信後、ＡＰ１０４ａは、要求されるＡＮ接
続情報セット（ＩＮＦＯ１－ＩＮＦＯ３）とともに、データベース応答３１４からの対応
する時間（Ｔ１－Ｔ３）を含む、ＡＮ応答メッセージ３１６を無線端末１０８に送信する
。
【００４１】
　いくつかの例示的実装では、予測時間（Ｔ１－Ｔ３）は、データベース応答３１４およ
びＡＮ応答３１６から省略されてもよく、無線デバイス１０８は、ＡＮ応答３１６内で要
求されるＡＮ接続情報セット（ＩＮＦＯ１－ＩＮＦＯ３）の順序が、ＡＮ要求３１０内の
時間（Ｔ１－Ｔ３）の順序に対応し、要求されるＡＮ接続情報セット（ＩＮＦＯ１－ＩＮ
ＦＯ３）がそれぞれ、時間（Ｔ１－Ｔ３）の個別の１つおよび場所（ＬＯＣ１－ＬＯＣ２

）の個別の１つに一致すると仮定することができる。
【００４２】
　いくつかの例示的実装では、ＴＶＷＳデータベース１１０は、予測時間（Ｔ１－Ｔ３）
および予測将来場所（ＬＯＣ１－ＬＯＣ３）を、より優れた時間／場所ポイントを示す時
間および場所に修正してもよく、その場合、要求されるＡＮ接続情報セットが変化する。
例えば、無線端末１０８によって提供される予測時間Ｔ１は、対応するＡＮ接続情報セッ
トＩＮＦＯ１に対する時間ベースの変更境界（例えば、Ｔ１’）の時間的に近傍にあり得
、その結果、無線端末１０８が予測時間Ｔ１において対応する場所ＬＯＣ１に到着した後
に、更新されたＡＮ接続情報セットＩＮＦＯ１’に従って、直ぐにまたは比較的迅速にそ
のＡＮ接続を変更する必要がある。加えて、または代替として、無線端末１０８によって
提供される予測場所ＬＯＣ１は、対応するＡＮ接続情報セットＩＮＦＯ１に対する場所ベ
ースの変更境界（例えば、ＬＯＣ１’）の地理的に近傍にあり得、その結果、無線端末１
０８が、予測時間Ｔ１において場所ＬＯＣ１に到着した後に、更新されたＡＮ接続情報セ
ットＩＮＦＯ１’に従って、直ぐにまたは比較的迅速にそのＡＮ接続を変更する必要があ
る。したがって、ＡＮ接続におけるそのような頻繁な変更を回避するために、ＴＶＷＳデ
ータベース１１０は、データベース応答３１４内に、修正された予測時間（Ｔ１’－Ｔ３
’）のうちの１つ以上および修正された予測将来場所（ＬＯＣ１’－ＬＯＣ３’）のうち
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の１つ以上に対応する１つ以上の推奨または提案のＡＮ接続情報セット（ＩＮＦＯ１’－
ＩＮＦＯ３’）を提供することができる。
【００４３】
　いくつかの例示的実装では、予測時間（Ｔ１－Ｔ３）に関して、ある程度の公差または
許容値を提供するために、ＴＶＷＳデータベース１１０は、予測時間（Ｔ１－Ｔ３）のそ
れぞれに対して、データベース応答メッセージ３１４の中に２つ以上のＡＮ接続情報セッ
トを提供することによって、データベース要求３１２に応答してもよい。例えば、予測時
間Ｔ１に対する複数のＡＮ接続情報セット（例えば、ＩＮＦＯ１（－１）、ＩＮＦＯ１（

０）、ＩＮＦＯ１（１））は、予測時間Ｔ１に先立って生じる時間境界（Ｔ１（－１））
によって画定される有効ＡＮ接続情報（ＩＮＦＯ１（－１））、予測時間（Ｔ１）の間の
有効ＡＮ接続情報（ＩＮＦＯ１（０））、および予測時間Ｔ１の後に生じる時間境界（Ｔ

１（１））によって画定される有効ＡＮ接続情報（ＩＮＦＯ１（１））に対応してもよい
。このように、予測経路に沿う無線端末１０８の時間的軌道が変化する場合、無線端末１
０８は、無線端末１０８が、その後続の予測将来場所に到着する、調節された時間（例え
ば、Ｔ１（－１）またはＴ１（１））に基づいて、各後続の予測将来場所に対して受信さ
れた複数のＡＮ接続情報セット（例えば、ＩＮＦＯ１（－１）、ＩＮＦＯ１（０）、ＩＮ
ＦＯ１（１））を使用することができる。
【００４４】
　加えて、または代替として、無線端末１０８は、十分な量だけ予測時間（Ｔ１－Ｔ３）
および予測時間（Ｔ１－Ｔ３）変更を更新する度に（例えば、無線端末１０８の進行速度
の増減のため）、ＡＮ要求メッセージ３１０を用いてＴＶＷＳデータベース１１０からＡ
Ｎ接続情報更新を再要求してもよく、その結果、無線端末１０８は、以前に受信したもの
と異なる（例えば、以前に受信したＡＮ接続情報セット（ＩＮＦＯ１－ＩＮＦＯ３）と異
なる）ＡＮ接続情報と関連付けられた異なる時間に予測将来場所（ＬＯＣ１－ＬＯＣ３）
に到着するであろうことを予測する。無線端末１０８に、更新されたＡＮ接続情報セット
（ＩＮＦＯ１－ＩＮＦＯ３）を読み出すべきときを検出させるために、ＴＶＷＳデータベ
ース１１０は、標準化された時間または持続時間閾値を行使してもよい。このように、予
測時間（Ｔ１－Ｔ３）のうちの１つ以上の変更が持続時間閾値を超えて変化すると、無線
端末１０８は、１つ以上の対応する更新されたＡＮ接続情報セットを要求してもよい。そ
のような時間または持続時間閾値は、全ての予測時間に適用される固定閾値であってもよ
く、またはＴＶＷＳデータベース１１０は、ＴＶＷＳデータベース１１０内の登録情報に
基づいて、各ＡＮ接続情報セットに特異的である時間または持続時間閾値を生成してもよ
い。ＴＶＷＳデータベース１１０は、ＡＮ接続情報セット（ＩＮＦＯ１－ＩＮＦＯ３）の
個々の１つと関連して、データベース応答メッセージ３１４内において、そのような特異
的時間または持続時間閾値を無線端末１０８に通信してもよい。
【００４５】
　ＡＮ要求メッセージ３１０およびＡＮ応答メッセージ３１６は、Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ａｄ
ｖｅｒｔｉｓｅｍｅｎｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ（ＧＡＳ）クエリ／応答形式のフレームを用い
て実装されてもよい。ＧＡＳプロトコルは、ＩＥＥＥ（登録商標）８０２．１１に定義さ
れるように、無線端末が無線ＡＰと非関連付け状態（または、関連付けられた状態）にあ
る間、無線ＡＰと無線端末との間に、アドバタイズメントサービスのためのトランスポー
ト機構を提供する。
【００４６】
　図４は、新しいＡＮ接続情報の行使開始を示すタイミング情報に基づいて、無線端末１
０８とＡＮ（例えば、図１のＡＮ１０２ａ－ｂのうちの１つ）との間の接続に変更を行う
ために使用され得る、無線端末１０８（図１－３）の例示的実装を描写する。図４の例示
的実装は、無線端末１０８が移動性である事例において、および／またはそれが固定場所
において定常デバイスとして実装されるときに使用され得る。タイミング情報（例えば、
変更が生じるであろう時刻またはカウントダウン時間）に基づいて、ＡＮ接続情報の変更
を予測することによって、無線端末１０８は、その場所の決定または読取りを行なうこと
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なく、変更を実装することが可能となる。これは、有利なことに、ＡＮ接続情報の変更（
例えば、Ｒｅｇｕｌａｔｏｒｙ　Ｃｌａｓｓ変更）に接近している間、無線端末１０８の
処理アクティビティ全体を低減するために使用されてもよい。加えて、そのような予測さ
れる変更を他のデバイス（例えば、ＴＶ送信機および他のＴＶＢＤ）に通信することによ
って、同一または近傍の周波数チャネル内で動作する共存デバイスの適切な動作を促進し
てもよい。
【００４７】
　例示される実施例では、無線端末１０８は、時間項目４０２および対応するＡＮ接続情
報セット４０６を記憶する、時間ベースの接続情報データ構造４００を記憶している。時
間項目４０２は、その個々のＡＮ接続情報セット４０６が、１つ以上の個別のＡＮ（例え
ば、ＡＮ１０２ａ－ｂ）によって行使され始める時間を示す。代替として、時間項目４０
２は、個別のＡＮ接続変更が有効になる前に、残りのカウントダウン時間または持続時間
を含有してもよい。例示される実施例では、時間ベースの接続情報データ構造４００はま
た、時間項目４０２および接続情報セット４０６のうちの個々の１つに対応する場所項目
４０４（例えば、図３の場所項目３０６に類似する）を含む。
【００４８】
　例示される実施例では、無線端末１０８は、時限変更レジスタ４０８およびリアルタイ
ムクロック４１０を具備する。無線端末１０８は、時限変更レジスタ４０８を用いて、時
間項目４０２のうちの１つと、時間的に隣接するか、または対応するＡＮ（例えば、図１
のＡＮ１０２ａ－ｂ）によって行使され始めようとしている、対応するＡＮ接続情報セッ
ト４０６をロードすることができる。無線端末１０８は、リアルタイムクロック４１０を
用いて、リアルタイムクロック４１０の時間値が、時限変更レジスタ４０８内の時間値に
一致するとき、時間イベントをトリガする。時間イベントに応答して、無線端末１０８は
、ＡＮ接続変更を実装し、時限変更レジスタ４０８内に記憶されたＡＮ接続情報セットの
要件に基づいて、ＡＮ接続をイネーブルにする。時間項目４０２が、カウントダウン時間
（例えば、これから起きるＡＮ接続情報変更が有効となるのに先立った残留時間）に対応
する、例示的実装では、リアルタイムクロック４１０の代わりに、カウンタを用いて、無
線端末１０８が、ＡＮ接続情報セット４０６の対応する１つに基づいて、ＡＮ接続を実装
すべきときを検出してもよい。
【００４９】
　いくつかの例示的実装では、場所項目４０４を用いて、その進行経路に沿って、無線端
末１０８の実際の場所（例えば、図２の以前の実際の場所２０４および現在の実際の場所
２０６）に基づいて、時間項目４０２内の後続予測時間を更新または再計算してもよい。
例えば、時間項目４０２内の後続予測時間は、無線端末１０８が、場所項目４０４内に示
される予測将来場所に到達することが遅延する場合、オフセットされるか、または不正確
となり得る。そのような遅延に応答して、無線端末１０８は、時間項目４０２内の後続予
測時間を更新し、対応する場所において、更新された予測時間に対する有効更新ＡＮ接続
情報を取得してもよい。無線端末１０８は、ＡＮ接続変更を要求することに先立ち、かつ
、例えば、ＡＮ接続変更が実装されるべき時間に時間的に近傍する、無線端末１０８とネ
ットワークとの間の有意な通信交換を回避するために、いくつかの基準に基づいて、便宜
的である、時間および場所において、そのような有効更新ＡＮ接続情報を読み出してもよ
い。
【００５０】
　いくつかの例示的実装では、無線端末１０８は、時間ベースの接続情報データ構造４０
０内のＡＮ接続情報を用いて、時間項目４０２内の時間情報に基づいてではなく、無線端
末１０８の検出された現在の場所に基づいて、ＡＮ接続構成を変更してもよい。例えば、
無線端末１０８が、（例えば、ＧＰＳデバイスまたは他の場所検出技法を用いて）場所項
目４０４内に示される予測将来場所に到着したが、現在の時間が、時間項目４０２の対応
する１つ内に示される予測時間に未だ到達していないことを検出する場合、無線端末１０
８は、対応する時間項目４０２内の予測時間情報が、現在の時間に一致しない場合でも、
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予測将来場所に到達したことに基づいて、そのＡＮ接続構成を変更してもよい。無線端末
１０８は、次いで、時間項目４０２内のその後続予測時間および場所項目４０４内の後続
予測場所の更新を行い、更新された時間および場所に対して、更新された有効ＡＮ接続情
報をＴＶＷＳデータベース１１０を読み出すことができる。
【００５１】
　図５は、ＡＮ接続情報を無線端末１０８（図１－４）にプッシュするための例示的通信
技法を描写する。図５の例示的通信技法は、無線端末１０８が、移動性である事例におい
て、および／または固定場所において、定常デバイスとして実装されるとき、使用されて
もよい。示されるように、ＡＮ１０２ａは、開始時間５０４、場所５０６、およびＡＮ接
続情報セット５０８を含む、無線端末１０８にアドレスまたはダイレクトされる、メッセ
ージ５０２をプッシュする。いくつかの例示的実装では、場所５０６は、ＡＮ接続情報セ
ット５０８が、無線端末１０８の現在の実際の場所（例えば、図２の現在の実際の場所２
０６）に対応する場合、省略されてもよい。例示される実施例では、ＡＮ接続情報セット
５０８は、これから起きるＡＮ接続情報変更に関する情報を含み、ＴＶＷＳデータベース
１１０（図１）（または、ＡＮにおけるローカルプロキシデータベース）内のＡＮ接続情
報１１４に基づく。例えば、ネットワークデバイス（例えば、ＡＰ１０４ａ－ｂ、ＷＬＡ
Ｎ　ＡＰ１１８、関連付けられたＮＡＳ、および／または図１のＴＶＷＳデータベース１
１０）は、無線端末１０８の現在の実際の場所（例えば、現在の実際の場所２０６）を検
出してもよく、および／または場所予測パラメータを無線端末１０８および／または他の
ソースから収集し、無線端末１０８の将来場所（例えば、図２の予測将来場所２０８）を
予測してもよい。ネットワークデバイスは、次いで、現在の実際の場所２０６および／ま
たは予測将来場所２０８に対応するプッシュメッセージ５０２を介して、ＡＮ接続情報を
無線端末１０８にプッシュしてもよい。
【００５２】
　いくつかの例示的実装では、プッシュメッセージ５０２は、無線端末１０８に別様に利
用可能な１つ以上の周波数チャネルを使用するために登録された個々の認可デバイス（例
えば、無線マイクロホン）の位置に関する情報を含んでもよい。他の例示的実装では、プ
ッシュメッセージ５０２は、無線端末１０８等のＴＶＢＤによって使用するために利用不
可能となった、または他の登録された認可デバイス（例えば、無線マイクロホン）による
使用のため、以前は使用に利用不可能であったものの終了後に、再び、利用可能となるで
あろう、周波数チャネルを示してもよい。プッシュメッセージ５０２は、無線環境構成、
デバイス登録、デバイス密度等と関連付けられたＴＶＷＳデータベース１１０内の変更に
基づいて、ＴＶＷＳデータベース１１０によって、伝送のためにトリガされてもよい。例
えば、ＴＶＷＳデータベース１１０内の情報は、時間変更に応答して（例えば、あるＡＮ
接続構成は、ある時間の間、許容または制限される）、あるいは特定の場所内で動作する
、または動作を中止する、１つ以上の認可デバイス（例えば、図１のＬＤ１２０）に応答
して、変更してもよい。
【００５３】
　開始時間５０４は、これから起きるＡＮ接続情報変更が有効になることに先立った残留
時間、または変更が有効になる時刻を示す。無線端末１０８は、そのような時間ベースの
情報を用いて、必要に応じて、ＡＮ接続情報セット５０８内にＲｅｇｕｌａｔｏｒｙ／Ｏ
ｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｃｌａｓｓ変更を実装し、したがって、そのような変更を行なうため
に、時間ベースの情報に依存することによって、Ｒｅｇｕｌａｔｏｒｙ　Ｃｌａｓｓ変更
時、無線端末１０８の全体的アクティビティ（例えば、通信アクティビティ、場所決定ア
クティビティ等）を低減させることができる。
【００５４】
　プッシュメッセージ５０２は、接続初期化セッション（例えば、登録、初期クエリ時間
）の間またはその後、定期的間隔（例えば、１時間に１回）において、またはＴＶＷＳデ
ータベース１１０内にイベント発生時に（例えば、コンサート会場において、無線マイク
ロホンの使用を要求する、または無線マイクロホンの使用を終了する）、ＴＶＷＳデータ
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ベース１１０から、無線端末１０８にプッシュすることができる。いくつかの例示的実装
では、ＡＮ１０２ａのＡＰ１０４ａは、無線端末１０８の実際の場所（例えば、図２の現
在の実際の場所２０６）または予測将来場所（例えば、図２の予測将来場所２０８）に基
づいて、ＡＮ接続情報変更をフィルタリングし、関連ＡＮ接続情報のみ、その予測される
ルートに対して、無線端末１０８にプッシュされ、したがって、不必要なデータ伝送を回
避することを保証してもよい。無線端末１０８の予測されるルートに対応する関連ＡＮ接
続情報のプッシュは、予測されるルートを通知されるネットワーク内のサーバによって行
なわれてもよい（例えば、ＡＰ１０４ａのローカルデータベースまたはＮＡＳ、ＡＮ１０
２ａ内の第三者プロキシ等の関連付けられた機能として）。
【００５５】
　図５の例示される実施例では、無線端末１０８は、図４と関連した前述のように、時限
変更レジスタ４０８およびリアルタイムクロック４１０を用いて、プッシュメッセージ５
０２内で受信したＡＮ接続情報５０８および開始時間５０４に基づいて、ＡＮ接続変更を
実装してもよい。
【００５６】
　図６は、無線端末１０８が、異なるＡＮ接続要件と関連付けられた異なる地理的場所を
進行する間、ＡＮ接続構成選択技法を用いて、比較的より少数、より少量、または最小量
あるいは数量のＡＮ接続構成変更を要求するＡＮ接続構成を確立する無線端末１０８（図
１－５）を描写する。例示される実施例では、ＡＮ接続構成選択は、無線端末１０８が、
ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ａ－Ｃ１０６ａ－ｃの間を移動させられるとき、比較的より少数または
より少量（例えば、最小量）の変更を要求するチャネルを選択するステップと関連付けら
れる。
【００５７】
　図６の例示される実施例では、無線端末１０８は、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ａ－Ｃ１０６ａ－
ｃを横断する、予測進行経路６０２を予測する。他の例示的実装では、予測進行経路６０
２は、ネットワークデバイス（例えば、図１のＡＮ１０２ａ－ｂのうちの１つのＮＡＳ、
ＡＮ内の第三者プロキシ、または図１のＴＶＷＳデータベース１１０）によって予測され
てもよい。無線端末１０８は、予測進行経路６０２に沿った予測将来場所および図１およ
び３のＴＶＷＳデータベース１１０から受信した対応するＡＮ接続情報セット６０６を記
憶する、ＡＮ接続情報データ構造６０４を記憶する。例示される実施例では、ＧＥＯ－Ｌ
ＯＣ　Ａ－Ｃ１０６ａ－ｃに対するＡＮ接続情報セット６０６は、予測経路６０２に沿っ
て、デバイス保護地形線を定義し、同一周波数スペクトルを登録された認可デバイスと共
有する、他の登録された認可デバイス（例えば、図１のＬＤ１２０）を無線端末１０８等
の無線端末によって生じる干渉から保護する。
【００５８】
　図６の例示される実施例では、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ａ－Ｃ１０６ａ－ｃに対するＡＮ接続
情報セット６０６は、チャネル識別子６０８ならびにチャネル識別子６０８のそれぞれに
対する対応する地理的範囲情報（ＧＥＯ＿Ｒ）６１０および時間的範囲情報（ＴＭＰ＿Ｒ
）６１２を含む。地理的範囲情報（ＧＥＯ＿Ｒ）６１０は、対応するチャネルが、使用の
ために利用可能または有効である、対応する予測将来場所に基づいて（例えば、ＴＶＷＳ
データベース１１０内に記憶された保護地形線に基づいて）、使用の距離またはエリアを
指定する。地理的範囲情報（ＧＥＯ＿Ｒ）６１０は、図３と関連した前述のように、ＴＶ
ＷＳデータベース１１０によって、対応する予測将来場所（ＬＯＣ１－ＬＯＣ３）に対し
て、ＡＮ接続情報セット（ＩＮＦＯ１－ＩＮＦＯ３）内に提供されてもよい。時間的範囲
情報（ＴＭＰ＿Ｒ）６１２は、対応するチャネルが、使用のために利用可能または有効で
ある、持続時間（例えば、ＴＶＷＳデータベース１１０内に記憶される保護地形線に基づ
いて）を指定する。時間的範囲情報（ＴＭＰ＿Ｒ）６１２は、図３と関連した前述のよう
に、ＴＶＷＳデータベース１１０によって、対応する予測時間（Ｔ１－Ｔ３）に対して、
ＡＮ接続情報セット（ＩＮＦＯ１－ＩＮＦＯ３）内に提供されてもよい。
【００５９】
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　ＡＮ接続情報データ構造６０４に示されるように、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ａ１０６ａは、チ
ャネル３１および３６の使用を許可するように示され、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｂ１０６ｂは、
チャネル２８および３６の使用を許可するように示され、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｃ１０６ｃは
、チャネル３１および３６の使用を許可するように示される。予測経路６０２を用いて、
無線端末１０６は、予測経路６０２を介して進行過程にわたって（または、特定の持続時
間にわたって）、最も少数の変更を要求する、１つ以上のチャネルを選択し、したがって
、ＡＮ接続セッションの間、ＡＮ接続構成変更を低減または最小にしてもよい。無線端末
１０８は、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ａ－Ｃ１０６ａ－ｃのそれぞれに対して、ＡＮ接続構成を形
成し、進行経路接続計画データ構造６１４内にＡＮ接続構成を記憶してもよい。そのよう
なチャネル選択は、例えば、各チャネルに対する地理的範囲情報（ＧＥＯ＿Ｒ）６１０お
よび／または時間的範囲情報（ＴＭＰ＿Ｒ）６１２に基づいて、無線端末１０８によって
決定されてもよい。代替として、無線端末１０８は、ネットワークエンティティ（例えば
、図１のＡＮ１０２ａ－ｂのうちの１つのＮＡＳ、ＡＮ内の第三者プロキシ、または図１
のＴＶＷＳデータベース１１０）によって、特定のチャネルを選択するように命令されて
もよい。いくつかの例示的実装では、ＴＶＷＳデータベース１１０は、無線端末１０８に
、最長地理的範囲（ＧＥＯ＿Ｒ）および／または最長時間的範囲（ＴＭＰ＿Ｒ）を有する
チャネルのみ送信し、予測経路６０２を経由する進行過程にわたって、または特定の持続
時間にわたって、最少数の変更を要求する、１つ以上のチャネルの無線端末１０８による
選択を促進してもよい。
【００６０】
　例示される実施例では、無線端末１０８は、チャネル３６が、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ａ－Ｃ
　１６ａ－ｃのそれぞれにおいて使用するために利用可能であるため、チャネル３６を用
いて、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ａ－Ｃ１０６ａ－ｃのそれぞれ内でＡＮ接続を維持するように選
択してもよい。いくつかの例示的実装では、無線端末１０８は、ＡＮ接続情報セット６０
６受信時、利用可能な最強信号を有するチャネルではあり得ない場合でも、チャネル３６
を選択してもよい。例えば、チャネル３１は、チャネル３６より良好な信号強度を有し得
るが、無線端末１０８が、ＧＥＯ－ＬＯＣ　Ａ１０６ａおよびＧＥＯ－ＬＯＣ　Ｃ１０６
ｃを横断する間、限定された持続時間の間のみ、利用可能である。
【００６１】
　図７は、予測経路（例えば、図６の予測経路６０２）に沿って、無線端末１０８（図１
－６）によって選択されるＡＮ接続計画に基づいて、マッピングアプリケーションと関連
して使用され得る、例示的進行経路選択技法を描写する。例えば、無線端末１０８が、進
行するであろう全般的場所を把握している場合、無線端末１０８は、その場所と関連付け
られたＡＮ接続情報を用いて、ＡＮ接続情報に基づいて利用可能な最良のＡＮ接続を確立
することを許可するであろう、それらの場所のうちのいくつかを横断する経路を決定して
もよい。例えば、異なるＡＮ接続要件と関連付けられた２つの隣接する地理的場所が、無
線端末１０８に利用可能である場合、無線端末１０８は、その関連付けられたＡＮ接続情
報が、ＡＮ（例えば、図１のＡＮ１０２ａ－ｂのうちの１つ）とのより良好な接続の可用
性を示すため、その場所のうちの一方が、他方より好ましいことを示してもよい。そのよ
うなより良好な接続は、最強伝送電力（例えば、信号強度）を有するチャネル、または無
線端末１０８が、図６と関連した前述のように、異なる地理的場所間を移動するとき、比
較的より少量または最小量のチャネル変更を要求するチャネルに基づいてもよい。同様に
、無線端末１０８は、全体的に最良のＡＮ接続を提供する選択されたネットワーク接続場
所７０２を横断する、進行経路を選択することができる。
【００６２】
　図７の例示される実施例では、ユーザ双方向型地理的ナビゲーションプログラム７０４
が、ユーザ選択可能選択肢を提供し、無線端末１０８が、進行経路を選択するとき、進行
経路選択基準として最良接続ルートを選択してもよい。無線端末７０２がユーザ選択基準
（例えば、最良信号強度、最小量の接続構成変更、好ましいネットワークオペレータの１
つ以上のネットワークとの接続の持続時間の最大限化等）毎にＡＮ接続を提供する、選択
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されたネットワーク接続場所７０２を横断する進行経路を選択するとき、地理的ナビゲー
ションプログラム７０４は、ユーザにナビゲーション方向または支援を提供する際に使用
するために、選択された進行経路データ７０６（例えば、ＧＰＳ中間地点）を生成するこ
とができる。地理的ナビゲーションプログラム７０４は、ＧＰＳベースのプログラムまた
は任意の他のタイプの地理的ナビゲーションプログラムであってもよい。
【００６３】
　図８は、ブロック図形式で示される、無線端末１０８（図１－７）の例示的実装である
。例示される実施例では、無線端末１０８は、無線端末１０８の全体的動作を制御するた
めに使用され得るプロセッサ８０２を含む。プロセッサ８０２は、コントローラ、汎用プ
ロセッサ、デジタル信号プロセッサ、または任意のそれらの組み合わせを用いて実装され
てもよい。
【００６４】
　無線端末１０８はまた、端末メッセージジェネレータ８０４および端末データパーサ８
０６を含む。端末メッセージジェネレータ８０４を用いて、クエリおよび／または要求（
例えば、図３のＡＮ要求メッセージ３１０）を生成してもよい。端末データパーサ８０６
は、メモリ（例えば、ＲＡＭ８１０）から情報のフレームを読み出し、それらのフレーム
から特定の関心情報を読み出すために使用されてもよい。例えば、端末データパーサ８０
６は、図３のＡＮ応答メッセージ３１６内で通信される情報を読み出すために使用されて
もよい。端末メッセージジェネレータ８０４および端末データパーサ８０６は、プロセッ
サ８０２と別個かつそれに接続されるように示されるが、いくつかの例示的実装では、端
末メッセージジェネレータ８０４および端末データパーサ８０６は、プロセッサ８０２お
よび／または無線通信サブシステム（例えば、無線通信サブシステム８１８）内に実装さ
れてもよい。端末メッセージジェネレータ８０４および端末データパーサ８０６は、ハー
ドウェア、ファームウェア、および／またはソフトウェアの任意の所望の組み合わせを用
いて実装されてもよい。例えば、１つ以上の集積回路、離散半導体構成要素、および／ま
たは受動的電子構成要素が、使用されてもよい。したがって、例えば、端末メッセージジ
ェネレータ８０４および端末データパーサ８０６、またはそれらの一部は、１つ以上の回
路、プログラム可能プロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラム可能論
理デバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラム可能論理デバイス（ＦＰＬＤ）等を用いて
実装され得る。端末メッセージジェネレータ８０４および端末データパーサ８０６、また
はそれらの一部は、機械アクセス可能媒体上に記憶され、例えば、プロセッサ（例えば、
例示的プロセッサ８０２）によって実行可能である、命令、コード、および／または他の
ソフトウェアおよび／またはファームウェア等を用いて実装されてもよい。添付の装置請
求項のいずれかが、単にソフトウェア実装を網羅するように読まれるとき、端末メッセー
ジジェネレータ８０４および端末データパーサ８０６のうちの少なくとも１つは、固体メ
モリ、磁気メモリ、ＤＶＤ、ＣＤ等の有形媒体を含むように本明細書に明示的に定義され
る。
【００６５】
　無線端末１０８はまた、フラッシュメモリ８０８、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
８１０、およびプロセッサ８０２に通信可能に連結された拡張可能メモリインターフェー
ス８１２を含む。フラッシュメモリ８０８は、例えば、コンピュータ可読命令および／ま
たはデータを記憶するために使用することができる。いくつかの例示的実装では、フラッ
シュメモリ８０８は、図１－７と関連した前述の情報のタイプおよび／またはデータ構造
のうちの１つ以上を記憶するために使用することができる。ＲＡＭ８１０はまた、例えば
、データおよび／または命令を記憶するために使用することができる。
【００６６】
　無線端末１０８は、任意に、セキュリティハードウェアインターフェース８１４を具備
し、例えば、無線サービスプロバイダから、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カード、ユ
ニバーサルＳＩＭ（ＵＳＩＭ）カード、または近距離通信（ＮＦＣ）セキュア要素を受信
する。ＳＩＭカードは、認証パラメータまたは登録パラメータ（例えば、米国におけるＦ
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ｅｄｅｒａｌ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎ（ＦＣＣ）識別子
）として使用され、データベース（例えば、図１および３のＴＶＷＳデータベース１１０
）、アクセスネットワーク（例えば、図１のＡＮ１０２ａ－ｂおよび／またはＷＬＡＮ　
ＡＮ１１６）、および／または外部ネットワーク（例えば、図１の外部ネットワーク１１
２）との接続を確立するために、無線端末１０８を認証または登録してもよい。無線端末
１０８はまた、外部データＩ／Ｏインターフェース８１６を具備する。外部データＩ／Ｏ
インターフェース８１６は、ユーザによって使用され、有線媒体（例えば、Ｅｔｈｅｒｎ
ｅｔ（登録商標）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）等）を介して、無線端末１０８
に情報を転送するために使用されてもよい。有線データ転送パスは、例えば、ＴＶＷＳデ
ータベース１１０と通信するために使用されてもよい。
【００６７】
　無線端末１０８は、無線通信サブシステム８１８を具備し、ＡＰ（例えば、図１のＡＰ
１０４ａ－ｂおよび／またはＷＬＡＮ　ＡＰ１１８）と無線通信可能にする。図示されな
いが、無線端末１０８はまた、長距離通信サブシステムを有し、セルラー無線ネットワー
クからメッセージを受信し、そこにメッセージを送信してもよい。本明細書において説明
される例示される実施例では、無線通信サブシステム８１８は、ＴＶＷＳアクセスネット
ワーク（例えば、ＡＮ１０２ａ－ｂ）と通信するために、ＩＥＥＥ（登録商標）８０２．
１１規格および／またはＴＶＷＳ規格に従って構成することができる。他の例示的実装で
は、無線通信サブシステム８１８は、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）無線、ＺＩＧＢＥ
Ｅ（登録商標）デバイス、無線ＵＳＢデバイス、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）デバイス、
ＮＦＣデバイス、超広帯域（ＵＷＢ）無線、ＰＡＮ無線、ＷＡＮ無線、ＷＭＡＮ無線（例
えば、ＩＥＥＥ（登録商標）８０２．１１またはＷｉＭＡＸネットワーク内での使用のた
め）、ＷＲＡＮ無線（例えば、ＩＥＥＥ（登録商標）８０２．２２ネットワーク内での使
用のため）、セルラー無線、または衛星通信無線を用いて実装することができる。いくつ
かの例示的実装では、無線通信サブシステム８１８は、複数のタイプの無線アクセス技術
のための複数の無線送受信機を具備してもよい。
【００６８】
　ユーザが、無線端末１０８とまたはそれを介して、使用および相互作用が可能であるた
めに、無線端末１０８は、スピーカ８２０、マイクロホン８２２、ディスプレイ８２４、
およびユーザ入力インターフェース８２６を具備する。ディスプレイ８２４は、ＬＣＤデ
ィスプレイ、電子ペーパーディスプレイ等であることができる。ユーザ入力インターフェ
ース８２６は、英数字キーボードおよび／または電話式キーパッド、動的ボタン押下能力
を伴う多方向アクチュエータまたはローラホイール、タッチパネル等であり得る。例示さ
れる実施例では、無線端末１０８は、バッテリ駆動デバイスであって、したがって、バッ
テリ８２８およびバッテリインターフェース８３０を具備する。
【００６９】
　次に、図９を参照すると、ネットワークシステム（例えば、図１のネットワークシステ
ム１００）内で使用するための例示的プロセッサシステム９００が、ブロック図形式で示
される。プロセッサシステム９００に類似またはそれと同じプロセッサシステムを用いて
、図１のＡＰ１０４ａ－ｂ、ＷＬＡＮ　ＡＰ１１８、および／または関連付けられたＮＡ
Ｓを実装してもよい。プロセッサシステム９００は、プロセッサ９０２を含み、プロセッ
サシステム９００の全体的動作を行う。加えて、プロセッサシステム９００は、メッセー
ジ（例えば、図３のデータベース要求３１２およびＡＮ応答メッセージ３１６）を生成す
るためのネットワークメッセージジェネレータ９０４と、受信したメッセージ（例えば、
図３のＡＮ要求メッセージ３１０およびデータベース応答３１４）から情報を読み出すた
めのネットワークデータパーサ９０６とを含む。ネットワークメッセージジェネレータ９
０４およびネットワークデータパーサ９０６は、コンピュータ可読媒体上に記憶される命
令を含むハードウェア、ファームウェア、および／またはソフトウェアの任意の組み合わ
せを用いて、プロセッサ９０２および／または通信サブシステム（例えば、無線通信サブ
システム９１２および／またはネットワークインターフェース９１４）内に実装されても
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よい。
【００７０】
　プロセッサシステム９００はまた、フラッシュメモリ９０８およびＲＡＭ９１０を含み
、両方とも、プロセッサ９０２に連結される。フラッシュメモリ９０８は、図１－７と関
連した前述の情報のタイプおよび／またはデータ構造のうちの１つ以上を記憶するように
構成されてもよい。
【００７１】
　いくつかの例示的実装では（例えば、図１のＡＰ１０２ａ－ｂおよびＷＬＡＮ　ＡＰ１
１８）、無線端末１０８等の無線端末と通信するために、プロセッサシステム９００は、
無線端末１０８の無線通信サブシステム８１８（図８）に実質的に類似または同じであり
得る無線通信サブシステム９１２を具備する。ＴＶＷＳデータベース１１０（および／ま
たは任意の中間ネットワークエンティティ（例えば、図１のＡＰ１０４ａ－ｂ、ＷＬＡＮ
　ＡＰ１１８、関連付けられたＮＡＳ等）と通信を交換するために、プロセッサシステム
９００は、ネットワークインターフェース９１４を具備する。
【００７２】
　図１０－１３は、例えば、無線端末の将来場所を予測し、データベース（例えば、図１
および３のＴＶＷＳデータベース１１０）から、アクセスネットワーク（例えば、図１の
ＡＮ１０２ａ－ｂ）に接続するための能力および要件を示すネットワーク接続情報を取得
し、ネットワーク接続構成を選択し、そのような構成に基づいて、アクセスネットワーク
との接続を確立するために使用され得るコンピュータ可読命令を用いて実装され得るプロ
セスを表す、例示的なフロー図を描写している。図１０－１３の例示的プロセスは、１つ
以上のプロセッサ、コントローラ、および／または任意の他の好適な処理デバイスを用い
て行われてもよい。例えば、図１０－１３の例示的プロセスは、フラッシュメモリ、読取
専用メモリ（ＲＯＭ）、および／またはランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）等のうちの１
つ以上の有形コンピュータ可読媒体上に記憶されるコード化命令（例えば、コンピュータ
可読命令）を用いて実装されてもよい。本明細書で使用されるように、用語「有形コンピ
ュータ可読媒体」は、任意のタイプのコンピュータ可読記憶を含み、伝搬信号を除外する
ように明示的に定義される。加えて、または代替として、図１０－１３の例示的プロセス
は、フラッシュメモリ、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
、キャッシュ、または情報が、任意の持続時間の間（例えば、長時間の間、恒久的に、短
時間、一時的バッファの間、および／または情報のキャッシュの間）、記憶される、任意
の他の記憶媒体等のうちの１つ以上の非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶されるコー
ド化命令（例えば、コンピュータ可読命令）を用いて実装されてもよい。本明細書で使用
されるように、用語「非一時的コンピュータ可読媒体」は、任意のタイプのコンピュータ
可読媒体を含み、伝搬信号を除外するように明示的に定義される。
【００７３】
　代替として、図１０－１３の例示的プロセスの一部または全部は、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、プログラム可能論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラム可能論
理デバイス（ＦＰＬＤ）、離散論理、ハードウェア、ファームウェア等の任意の組み合わ
せを用いて実装されてもよい。また、図１０－１３の例示的プロセスの一部または全部は
、手動で、または前述の技法のいずれかの任意の組み合わせ、例えば、ファームウェア、
ソフトウェア、離散論理、および／またはハードウェアの任意の組み合わせとして実装さ
れてもよい。さらに、図１０－１３の例示的プロセスは、図１０－１３のフロー図を参照
して説明されるが、図１０－１３のプロセスを実装する他の方法が、採用されてもよい。
例えば、ブロックの実行の順序は、変更されてもよく、および／または説明されるブロッ
クのいくつかは、変更、排除、細分割、または組み合わせられてもよい。加えて、図１０
－１３の例示的プロセスの一部または全部は、連続的に、および／または、例えば、別個
の処理スレッド、プロセッサ、デバイス、離散論理、回路等によって、並行して行われて
もよい。
【００７４】
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　次に、図１０を参照すると、描写される例示的プロセスは、ＡＮ（例えば、図１のＡＮ
１０２ａ－ｂ）に接続するために、ＡＮ接続構成を選択する際に使用するための近い将来
の場所を予測するために使用されてもよい。最初に、無線端末１０８は、場所予測因子を
収集する（ブロック１００２）。例えば、場所予測因子は、進行速度、進行方向、地理的
地図データ、以前の履歴、以前の実際の場所（例えば、図２の以前の実際の場所２０４）
、現在の実際の場所（例えば、図２の現在の実際の場所２０６）、ユーザ入力、ウェブブ
ラウザ検索（例えば、地図クエリ、進行方向検索クエリ等）、および／または無線端末１
０８の将来場所を予測するために使用され得る任意の他のタイプの情報を含んでもよい。
【００７５】
　無線端末１０８は、その将来場所を予測し（ブロック１００４）、予測将来場所の時間
ベースのリストを生成する（ブロック１００６）。例えば、無線端末１０８は、図２の将
来場所２０８を予測し、図３の予測接続データ構造３０２内に、予測将来場所２０８とと
もに、無線端末１０８がそれらの場所に位置するであろうときの時間項目３０４内の対応
する時間を記憶してもよい。
【００７６】
　無線端末１０８は、図３と関連した前述のように、例えば、ＡＮ要求メッセージ３１０
を用いて、予測将来場所に対するＡＮ接続情報を要求する（ブロック１００８）。無線端
末１０８は、予測将来場所に対して要求されたＡＮ接続情報を受信する（ブロック１０１
０）。例えば、無線端末１０８は、図３と関連した前述のように、ＡＮ応答メッセージ３
１６を介して、要求されたＡＮ接続情報を受信してもよい。無線端末１０８は、ＡＮ接続
情報セット３０８のうちの１つとして、予測接続データ構造３０２内に受信したＡＮ接続
情報を記憶してもよい。
【００７７】
　ブロック１００２、１００４、１００６、１００８、および１０１０の動作は、無線端
末１０８によって行なわれるように説明されるが、いくつかの例示的実装では、そのよう
な動作は、代わりに、ネットワークデバイス（例えば、ＡＰ１０４ａ－ｂ、ＷＬＡＮ　Ａ
Ｐ　１１８、関連付けられたＮＡＳ、および／または図１のＴＶＷＳデータベース１１０
）によって行なわれてもよい。例えば、そのようなネットワークデバイスは、無線端末１
０８および／または他のソースから場所予測パラメータを収集し、無線端末１０８の将来
場所を予測し、そのような予測将来場所に対応するＡＮ接続情報を（例えば、図５のプッ
シュメッセージ５０２を介して）無線端末１０８にプッシュしてもよい。
【００７８】
　無線端末１０８が、新しい場所に到着したと決定すると（ブロック１０１２）、新しい
場所が予測接続データ構造３０２内の予測将来場所のうちの１つの正確な予測に対応する
か否か決定する（ブロック１０１４）。新しい場所が予測将来場所のうちの１つに一致す
る場合、無線端末１０８は、その場所が正確に予測されたと決定し（ブロック１０１４）
、ＴＶＷＳデータベース１１０（図１および３）からＡＮ接続情報を再要求する必要はな
い（ブロック１０１６）。代わりに、無線端末１０８は、新しい場所に対応するＡＮＺ３
０８のうちの１つ内に記憶されたＡＮネットワーク接続情報を用いて、ＡＮ接続を確立ま
たは維持する（ブロック１０１８）。制御は、次いで、ブロック１０１２に戻る。
【００７９】
　ブロック１０１４において、新しい場所が、正確に予測されなかった（すなわち、無線
端末１０８が、その新しい場所が、予測接続データ構造３０２内の予測将来場所のうちの
１つと一致しないと決定する）場合、無線端末１０８は、ＴＶＷＳデータベース１１０か
ら、その現在の場所に対するＡＮ接続情報を要求する（ブロック１０２０）。例えば、無
線端末１０８は、その現在の場所に対して、図３と関連した前述のように、ＡＮ要求メッ
セージ３１０を用いて、ＡＮ接続情報を要求してもよい。無線端末１０８は、次いで、受
信したＡＮ接続情報１０２２を用いて、ＡＮ接続を確立または維持する（ブロック１０２
２）。制御は、次いで、ブロック１００２に戻り、無線端末１０８は、その現在の場所に
基づいて、後続の将来場所を予測することができる。
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【００８０】
　無線端末１０８が、ブロック１０１２において、新しい場所に到着しなかったと決定す
ると、無線端末１０８は、接続を切断すべきか否か決定する（ブロック１０２４）。例え
ば、無線端末１０８は、ユーザからの電源オフ信号または接続切断コマンドの受信に応答
して接続を切断してもよい。無線端末１０８が、接続を切断しないと決定する場合（ブロ
ック１０２４）、制御は、ブロック１０１２に戻り、無線端末１０８の場所を監視する。
そうでなければ、無線端末１０８は、現在のＡＮ接続を切断し（ブロック１０２６）、図
１０の例示的プロセスは、終了する。
【００８１】
　図１１は、ＡＮ接続情報の行使開始に対応するタイミング情報に基づいて、無線端末１
０８とアクセスネットワークとの間のＡＮ接続変更を実装するために使用され得る例示的
プロセスを描写する。最初に、無線端末１０８は、ＡＮ接続情報を受信する（ブロック１
１０２）。例えば、無線端末１０８は、図３と関連した前述のように、ＡＮ接続情報を受
信してもよく、または図５と関連した前述のように、プッシュメッセージ５０２を介して
、ＡＮ接続情報を受信してもよい。
【００８２】
　無線端末１０８は、受信したＡＮ接続情報に対応する開始時間に基づいて、時間イベン
トを構成する（ブロック１１０４）。例えば、無線端末１０８は、図４と関連した前述の
ように、時間項目４０２のうちの１つからの接近する開始時間および対応するＡＮ接続情
報セット４０６を時限変更レジスタ４０８に記憶することができる。代替として、図５と
関連した前述のように、無線端末１０８は、プッシュメッセージ５０２からの開始時間５
０４および対応するＡＮ接続情報５０８を時限変更レジスタ４０８内に記憶することがで
きる。
【００８３】
　無線端末１０８が、図４および５と関連した前述のように、時間イベントのアサーショ
ンまたはトリガを検出すると（ブロック１１０６）、無線端末１０８は、ＡＮ接続情報に
基づいてＡＮ接続を更新する（ブロック１１０８）。無線端末１０８は、次のＡＮ接続情
報を読み出すか否か決定する（ブロック１１１０）。例えば、無線端末１０８が、時間項
目４０２の別のものが現在の時間に接近していると決定する場合、無線端末１０８は、Ａ
Ｎ接続情報セット４０６のうちの対応する１つを読み出すことができる。代替として、無
線端末１０８は、次のＡＮ接続情報を有するプッシュメッセージ（例えば、プッシュメッ
セージ５０２）を読み出してもよい。無線端末１０８が次のＡＮ接続情報を読み出すべき
と決定する場合（ブロック１１１０）、制御は、ブロック１１０２に戻る。
【００８４】
　無線端末１０８が、次のＡＮ接続情報を読み出すべきではないと決定する場合（ブロッ
ク１１１０）、または無線端末１０８が時間イベントを検出しない場合（ブロック１１０
６）、無線端末１０８は、ＡＮ接続を切断すべきか否か決定する（ブロック１１１２）。
無線端末１０８が、ＡＮ接続を切断すべきではないと決定する場合（ブロック１１１２）
、制御は、ブロック１１０６に戻る。そうでなければ、無線端末１０８は、ＡＮ接続を切
断し（ブロック１１１４）、図１１の例示的プロセスは、終了する。
【００８５】
　図１２は、異なるＡＮ接続要件と関連付けられた異なる地理的場所（例えば、図６のＧ
ＥＯ－ＬＯＣ　Ａ－Ｃ１０６ａ－ｃ）に沿って進行する間に、比較的より少量または最小
量の構成変更を必要とするＡＮ接続を確立するための、ＡＮ接続構成（例えば、図６の進
行経路接続計画データ構造６１４内に記憶される接続構成）を選択するために使用され得
る、例示的プロセスを描写する。最初に、無線端末１０８（または、ネットワークデバイ
ス）は、無線端末１０８の将来場所（例えば、図２の予測将来場所２０８）を予測する（
ブロック１２０２）。無線端末１０８は、図３と関連した前述のように、例えば、ＡＮ要
求メッセージ３１０を介して、無線端末１０８（ブロック１２０４）の予測将来場所（例
えば、予測将来場所２０８）に対するＡＮ接続情報を要求する。無線端末１０８は、図３
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接続情報を受信する（ブロック１２０６）。代替として、ＡＮ接続情報は、無線端末１０
８にＡＮ接続情報を要求することを要求せずに、図５と関連した前述のように、例えば、
プッシュメッセージ５０２を介してネットワークデバイスによってプッシュされてもよい
。
【００８６】
　無線端末１０８は、図６と関連した前述のように、無線端末１０８が予測将来場所の間
を移動するときに要求されるであろう比較的より少量または最小量の接続構成変更に基づ
いて、各予測将来場所に対するＡＮ接続構成を選択する（ブロック１２０８）。無線端末
１０８は、次いで、予測将来場所のそれぞれに対するＡＮ接続構成を含む進行経路接続計
画を生成する（ブロック１２１０）。例えば、無線端末１０８は、図６の進行経路接続計
画データ構造６１４内にＡＮ接続構成を記憶してもよい。図１２の例示的プロセスは、次
いで、終了する。
【００８７】
　図１３は、図１－８の無線端末１０８によって選択されるＡＮ接続場所に基づいて、地
理的ナビゲーションプログラム７０４（図７）と関連して、進行経路（例えば、図７の選
択されたナビゲーション経路７０６）を選択するために使用され得る、例示的プロセスを
描写する。最初に、無線端末１０８は、ＡＮ接続構成を選択する（ブロック１３０２）。
例えば、無線端末１０８は、図６および１２と関連した前述のように、選択された場所に
沿ってＡＮ接続構成を選択してもよい。無線端末１０８は、選択されたネットワーク接続
場所リスト７０２（図７）を生成し（ブロック１３０４）、選択されたネットワーク接続
場所リスト７０２を地理的ナビゲーションプログラム７０４に送信する（ブロック１３０
６）。地理的ナビゲーションプログラム７０４は、選択されたネットワーク接続場所７０
２に基づいて、選択されたナビゲーション経路７０６（図７）を生成する（ブロック１３
０８）。次いで、図１３の例示的プロセスは、終了する。
【００８８】
　方法、装置、および製品が、本明細書に説明されたが、本特許の網羅範囲は、それらに
限定されない。対照的に、本特許は、文言的又は均等論のもとで添付の請求項の範囲内に
ある全ての方法、装置、および製品を公平に網羅する。



(28) JP 5548821 B2 2014.7.16

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(29) JP 5548821 B2 2014.7.16

【図６】 【図７】

【図８】 【図９】



(30) JP 5548821 B2 2014.7.16

【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】



(31) JP 5548821 B2 2014.7.16

【図１４】



(32) JP 5548821 B2 2014.7.16

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  スティーア，　デイビッド
            カナダ国　ケー２ケー　３ケー１　オンタリオ，　カナタ，　イノベーション　ドライブ　１３７
            １５－４０００
(72)発明者  プルナディ，　レネ　ワラプトラ
            アメリカ合衆国　テキサス　７５０３９，　アービング，　リバーサイド　ドライブ　６３７３９
            －５０００，　ビルディング　６，　ブラゾス　イースト，　スイート　１００

    審査官  久松　和之

(56)参考文献  特開２００８－６７２２９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－３４１６２１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００４－５３１７１０（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００９／０７８５４０（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第２００９／０１８３００（ＷＯ，Ａ１）　　
              堀越  功，２０１０年代の電波政策  有効利用を目指し「共用」と「分散」  鍵を握るコグニテ
              ィブ無線技術，日経コミュニケーション，第５２６号，２００９年　１月１５日，pp.36-40

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　　７／２４　　－　　　７／２６　　　　
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００　　－　　９９／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

